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帯広－名古屋線運航時刻表
８月の日・月・水・金曜日

JAL3303便
中部発 帯広着

11時10分 12時55分
JAL3304便

帯広発 中部着
14時10分 16時00分

今月の紙面

データで知る帯広

人口▶166,353人
 （前月比＋260人）

　男▶79,322人
　女▶87,031人
世帯▶88,061世帯
 （前月比＋449世帯）

10件（前月比＋8件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,344t
（前年同月比＋44t）

642t
（前年同月比＋33t）

4月末の人口と世帯数

4月の火災発生件数

4月の家庭ごみ排出量

令和元年
（2019年）
令和元年
（2019年）

JuneJune
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お
び
ひ
ろ

お
び
ひ
ろ

証明書のコンビニ交付
が始まります … 8

マイナンバーカードを使っ
て、全国のコンビニなどで、
証明書発行ができるように
なります。

市長への手紙

まちづくりに皆さんの声を
生かします。市政に関する
ご意見、ご要望
などをお寄せく
ださい。

８
月
に
名
古
屋
線
を
運
航

　

今
年
も
８
月
の
１
カ
月
間
、
日
本
航

空
（
Ｊジ

ャ

ル
Ａ
Ｌ
）
が
帯
広
―
名
古
屋
間
の

直
行
便
を
運
航
し
ま
す
。

　

次
々
に
誕
生
す
る
名
古
屋
の
新
し
い

魅
力
を
、「
見
に
」「
知
り
に
」「
食
べ
に
」

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

名
古
屋
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
名
古
屋
城
」

　

城
郭
建
築
と
し
て
国
宝
第
１
号
に
指

定
さ
れ
て
い
る
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
が
、

戦
争
に
よ
る
焼
失
以
来
、
70
年
以
上
の

時
を
越
え
て
昨
年
６
月
に
復
元
さ
れ
ま

し
た
。
絢け

ん
ら
ん爛
豪
華
な
装
飾
に
、
徳
川
御

三
家
の
優
雅
さ
と
、
職
人
た
ち
の
高
い

技
術
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

名
古
屋
の
新
ス
ポ
ッ
ト

「
金
シ
ャ
チ
横
丁
」

　

昨
年
３
月
に
、
名
古
屋
め
し
の
店

舗
や
土
産
店
な
ど
が
軒
を
連
ね
た
「
金

シ
ャ
チ
横
丁
」
が
名
古
屋
城
に
隣
接
し

て
オ
ー
プ
ン
し
、
各
地
か
ら
訪
れ
た
観

光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

本丸御殿で最も豪華な上洛殿

名古屋のグルメが大集結

名古屋は魅力が満載
　国の重要伝統的建造物群保存地区に選定
されている「有松の町並み」や、日本一の動
物種類数を誇る「東山動植物園」、産業技術
の変遷を実物の機械で学べる「トヨタ産業
技術記念館」の他、ご当地グルメも堪能で
きます。

町屋が連なる
有松の町並み

３度おいしい、
ひつまぶし

リニューアルされ
た東山動植物園
の新ゴリラ舎

工場見学ランキ
ング４年連続１
位、トヨタ産業
技術記念館

遊べる「新感覚 飛行機テーマパーク」がオープン

ボーイング創業の街 シアトルの味覚を楽しめる　

　昨年 10 月、中部国際空港に、ボーイング
787の実機を展示した複合商業施設「FLIGHT 
OF DREAMS」がオープン。展示機と館内空間を
ダイナミックに使用し、映像と音による魅力あふれ
るショーやデジタル体験型コンテンツが楽しめる。

 米国シアトルをテーマとしたエリアには、日本初上陸のチョコ
レートやチーズの専門店の他、シアトルで人気のカフェや雑貨
店が並び、旅行気分でグルメやショッピングが満喫できる。

航空券の予約

帯広市の広聴 検 索

　 0120・057・333（固定電話専用）
☎ 011・707・1122（携帯電話専用）エア・ドゥ（東京線）

中部国際空港（セントレア）に、飛行機のテーマパーク
「F

フライト
LIGHT O

オブ
F D

ドリームズ
REAMS」がオープン

日本航空（東京線・名古屋線）
☎ 0570・025・071

全日空（東京線）
☎ 0570・029・222

8月は、名古屋が近くなる

帯広－名古屋線運航

特別な１カ月
空港事務所（泉町、☎64・5320）問い合わせ

で楽しもう
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※１ 認定長期優良住宅　国が定める基準に基づいて、長期にわたり良好な状態を保てるよう認定を受けた住宅
※２ 認定低炭素住宅　都市の低炭素化の促進に関する法律における低炭素建築物の認定を受けた住宅

住
ま
い
の
悩
み
を

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

住
ま
い
の
総
合
支
援
事
業

市
の
住
ま
い
に

関
す
る
補
助
制
度

　

市
で
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
快

適
な
住
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
新
築
住

宅
の
質
の
向
上
や
既
存
住
宅
の
活
用
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き

家
対
策
の
ほ
か
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

の
促
進
な
ど
、
10
種
類
の
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。（
表
）

住
宅
の
新
築
を
支
援
す
る

　

認
定
長
期
優
良
住
宅
※
１
、
認
定
低
炭

素
住
宅
※
２
、
き
た
住
ま
い
る
住
宅
※
３

お
よ
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅

の
新
築
に
対
し
て
、
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
表
の
①
、
②
）

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る

　

住
宅
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
、

長
寿
命
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
耐
震

化
な
ど
の
改
修
工
事
に
対
し
て
、
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
表
の
③
～
⑧
）

　
住
ま
い
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
空
き
家
対
策
な
ど
を
支
援
す
る
各
種
補
助
制
度
の
ほ
か
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
な
ど
を

開
設
し
、
住
ま
い
の
悩
み
に
関
し
て
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
）

問
い
合
わ
せ

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅
（
旧
耐
震
住
宅
）
で
③

～
⑤
の
補
助
制
度
を
申
請
す
る
場
合
に

は
、
市
が
実
施
す
る
「
無
料
耐
震
簡
易

診
断
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
の
解
体
を
支
援
す
る

　

耐
震
性
能
が
低
い
住
宅
の
建
て
替
え

や
、
住
宅
性
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い

る
空
き
家
の
解
体
に
対
す
る
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
表
の
⑨
、
⑩
）

　

⑩
の
特
定
空
家
解
体
補
助
金
を
申
請

す
る
場
合
、
市
が
行
う
事
前
調
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
制
度
内
容
、
申
請
方
法
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

対
象
と
な
る
工
事
や
、
申
請
に
必
要

な
書
類
な
ど
、
詳
細
は
建
築
指
導
課
に

問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住

宅
へ
の
改
造
と
、
長
寿
命
化
な
ど
の
改

修
を
同
時
に
行
う
場
合
な
ど
、
補
助
制

度
の
併
用
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

併
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
活
用
事
例

◇ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
改
造

補
助
金
（
表
の
④
）

・�

浴
室
や
ト
イ
レ
な
ど
の
段
差
解
消
、

手
す
り
設
置
工
事
・
ス
ロ
ー
プ
や
階

段
昇
降
機
の
設
置
工
事
な
ど

◇
住
ま
い
の
改
修
助
成
金
（
表
の
⑤
）

・�

屋
根
や
外
壁
の
塗
装
工
事
・
ト
イ
レ

の
改
修
工
事
・
外
窓
や
玄
関
断
熱
ド

ア
の
取
り
替
え
工
事
な
ど

◇
耐
震
改
修
補
助
金
（
表
の
⑧
）

・�

壁
を
筋
か
い
や
構
造
用
合
板
で
補
強

す
る
工
事
な
ど

補助制度を活用できる改修の例

耐震改修

住まいの改修（断熱）ユニバーサルデザイン改修

車イス対応キッチン
寝室からトイレへ直接移動できる引き戸

および車イス対応洗面台
外壁の断熱改修

内窓設置

壁の補強：筋かいや構造用合板での補強

内
窓

既
存
の
サ
ッ
シ

表　住まいの総合支援事業の補助制度一覧

No. 制度名 制度概要 補助額
（補助率） 募集件数

新
築

① スマイル住宅
補助金

認定長期優良住宅、認定低炭素住
宅または、きた住まいる住宅を新
築する人に補助

20万円 先着50件

ユニバーサル
デザイン住宅
新築補助金

市が定めるユニバーサルデザ
イン基準に適合する住宅を建
設する人に補助

20万円 　　　併せて
先着30件

リ
フ
ォ
ー
ム

③
ユニバーサル
デザイン住宅
増改築補助金

住宅の床面積を増やし、その
部分またはその部分を含めて
ユニバーサルデザイン化工事
をする人に補助

上限
20万円

（50％）

②③④併せて
先着30件

ユニバーサル
デザイン住宅
改造補助金

身体障害者手帳1・2級または
介護認定を受けている人のた
め、住まいの障壁を取り除く
工事をする人に補助

上限
40万円

（80％）

　　　併せて
先着30件

⑤ 住まいの改修
助成金

住宅の長寿命化や、省エネル
ギー化などの改修により、住
宅性能が向上する工事をする
人に助成

5万円
第1回 終  了
第2回 150件
第3回 100件

空家改修
補助金

北海道空き家情報バンクに登
録されている空き家を購入し
て改修する人に補助

上限
30万円

（30％）
先着2件

⑦
木造住宅
耐震診断
補助金

昭和56年以前に建築された住
宅の耐震診断を行う人に補助

上限
5万円

（50％）
先着3件

木造住宅
耐震改修
補助金

耐震診断により「倒壊する可
能性がある」と診断された住
宅の耐震改修工事（上部構造
評点1.0以上）を行う人に補助

上限30万円
費用に応じ

変動
先着1件

解
体

⑨ 旧耐震住宅
建替え補助金

耐震診断により「上部構造評
点が0.4未満」と診断され、同
一敷地内で住宅を建て替えす
る人に補助

上限
30万円

改修費用
相当額の23％

先着1件

特定空家解体
補助金

住宅性能が著しく低下してい
る特定空家の除却をする人に
補助

上限
50万円

（80％）
先着10件

（                    ）

（                        ）

②③④

②③④

②

④

⑥

⑧

⑩
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※３ きた住まいる住宅　 北海道が定めたルールを守り、「安心で良質な家づくり」を行う住宅事業者を登録・公開する「きた住まいる制度」に基づいて
建築された住宅

住
ま
い
に
関
す
る

相
談
窓
口
な
ど

　

市
役
所
の
窓
口
の
ほ
か
、
専
門
家
に

よ
る
相
談
窓
口
や
無
料
耐
震
簡
易
診
断

を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
総
合
相
談
窓
口

　

住
ま
い
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
、
総
合
的
に
提
供
す
る
窓
口
で
す

（
図
）。
窓
口
や
電
話
で
、
住
宅
に
関
す

る
支
援
制
度
、
住
宅
情
報
や
住
宅
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

住
ま
い
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

　

市
役
所
な
ど
の
窓
口
で
は
解
決
が
難

し
い
、
空
き
家
を
含
め
た
住
ま
い
に
関

す
る
相
談
に
、
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

事
前
に
建
築
指
導
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

相
談
体
制　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
建

築
士
・
宅
地
建
物
取
引
士
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
土
地
家
屋
調
査
士

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
相
談
会

　

住
宅
の
増
改
築
・
改
造
な
ど
に
つ
い

て
、
各
分
野
の
専
門
家
が
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
助
言
し
ま
す
。

相
談
体
制　

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
建
築
士
・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・

保
健
師

無
料
耐
震
簡
易
診
断

　

住
宅
の
耐
震
性
の
目
安
を
把
握
す
る

た
め
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
の
耐
震
簡
易
診
断
を
、
無
料

で
行
い
ま
す
。

対
象
住
宅

・�

市
内
に
あ
る
、
所
有
者
が
自
ら
居
住

し
て
い
る
住
宅

・�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅

・�

地
上
２
階
建
て
以
下
で
、
延
べ
床
面

積
が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

在ざ
い
ら
い
じ
く
ぐ
み
こ
う
ほ
う

来
軸
組
構
法
で
建
て
ら
れ
た
住
宅

・�

確
認
申
請
書
ま
た
は
診
断
計
算
に
必

要
な
図
面
が
あ
る
こ
と

国
・
北
海
道
の

支
援
制
度

　

住
宅
の
建
設
・
購
入
や
空
き
家
の
有

効
活
用
を
促
す
制
度
な
ど
、
住
宅
に
関

す
る
支
援
制
度
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

す
ま
い
給
付
金
（
国
の
制
度
）

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
住
宅
取

得
者
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
、
補

助
制
度
で
す
。

対
象
住
宅　

令
和
３
年
12
月
ま
で
に
引

き
渡
さ
れ
、
入
居
が
完
了
し
た
住
宅

補
助
額　

最
大
50
万
円
（
現
金
）

問
い
合
わ
せ　

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

（
☎
０
５
７
０
・０
６
４
・
１
８
６
）

次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
（
国
の
制
度
）

　

省
エ
ネ
性
、
耐
震
性
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
性
能
な
ど
を
満
た
す
住
宅
や
、
家

事
負
担
の
軽
減
に
な
る
住
宅
の
新
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
た
人
に
対
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
を
発
行
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト

事
務
局
（
☎
０
５
７
０
・
０
０
１
・
３

３
９
）

北
海
道
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

（
道
の
制
度
）

　

北
海
道
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通

し
て
、
移
住
・
定
住
の
促
進
や
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
循
環
利
用
を
図
る
た
め
の
制

度
で
す
。
所
有
者
か
ら
売
買
な
ど
の
希

望
が
あ
っ
た
空
き
家
情
報
を
、
空
き
家

の
利
用
を
希
望
す
る
人
に
提
供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

北
海
道
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
（
☎
０
１
１
・
６
４
２
・
４
４

２
２
）そ

の
他
の
専
門
相
談

窓
口
を
紹
介

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
住
宅
に
関
す

る
専
門
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

欠
陥
住
宅
な
ど
に
関
す
る
相
談

　

国
土
交
通
大
臣
か
ら
指
定
を
受
け
た

住
宅
相
談
の
専
門
窓
口
で
す
。
欠
陥
住

宅
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
に
つ
い
て
、

住
宅
の
新
築
や
購
入
時
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

リ
フ
ォ
ー
ム
の
見
積
り
相
談
な
ど
、
住

宅
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛

争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー�

電
話
相
談
窓

口（
☎
０
５
７
０
・
０
１
６
・
１
０
０
）

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル

　

住
宅
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

帯
広
市
消
費
生
活
ア
ド

バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
西
４
南
13
、
と
か

ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎
22
・
８
３
９
３
）

不
動
産
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル

　

不
動
産
取
引
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
や
、
未
然
防
止
の
た
め
に
、
業
者

や
消
費
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

北
海
道
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
帯
広
支
部�

不
動
産
無
料
相
談

所
（
西
12
南
17
、
北
海
道
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
帯
広
支
部
内
、
☎
22
・

７
０
６
０
）

図　住まいの総合相談窓口イメージ

「住まいの情報」を配布中

　 住 ま い に 関 す る 情 報 を ま と め た パ ン フ
レットを、住まいの総合相談窓口、各コミ
センなどで配布しています。
　市ホームページにも掲載して
いるのでご覧ください。

検 索帯広市 住まいの総合相談窓口

住まいのワンストップ相談窓口

　空き家を含めた、住まいの売却・相続・管理・リフォームなど、
専門家による無料相談。

日時　毎月第 2 日曜日、第 4 火曜日、
　　　いずれも 13 時～ 16 時
　　　（事前予約制）
場所　市庁舎 10 階、市民文化ホール（西 5 南 11）、
　　　とかちプラザ（西 4 南 13）

住まいのワンストップ相談
窓口（専門家が対応）、専門
相談窓口の紹介

国や北海道、市の補
助・支援制度の紹介

住まいの総合相談窓口
（市庁舎 6 階、建築指導課）相談内容の把握

公営住宅、民間不動
産物件の情報提供

住む家を
探している

空き家の
利活用について

困っている

自宅の耐震性が
不安だ空き家などの相続で

トラブルになっている

住宅の売買、
リフォームの進め方が

分からない
家を建てたいので、
どんな補助制度が

あるか知りたい 相 談 者

６
月
の
相
談
日
・
場
所
（
要
予
約
）

▽
６
月
９
日
㈰
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ

（
西
４
南
13
）
▽
25
日
㈫
、
市
庁
舎

10
階
、
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

ユニバーサルデザイン住宅相談会

　住宅の増改築・改造など、各分野の専門家によるユニバーサルデザインに
関する無料相談。
　ユニバーサルデザイン住宅増改築・改造補助金を申請する人は事前に相談
会に参加し、その後の現地調査を受ける必要があります。

日時　毎月第 2・第 4 水曜日（8 月は第 1･ 第 4 水曜日）、いずれも 13 時～ 16 時
場所　市庁舎 10 階　※住宅の間取り図をお持ちください。　
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取
扱
高
は
年
々
増
え
て
き
て
お
り
、
昨

年
は
農
業
全
体
の
６
割
を
占
め
ま
し
た
。

飼
養
頭
数
は
、
十
勝
の
全
人
口
の
１
・

３
倍
、
約
45
万
頭
と
、
畜
産
で
も
日
本

有
数
の
地
域
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
「
十
勝
の
ミ
ル
ク
は
、
モ
ノ
が
違
う
」

大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
役
員
が
、
そ
う

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乳

質
や
成
分
が
優
れ
て
い
て
、
一
段
と
お

い
し
く
感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

生
乳
の
生
産
量
が
全
国
的
に
減
少
し
て

い
る
中
で
、
十
勝
の
生
産
量
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
も
、
常
に
上
質
な
生
乳
を

大
量
に
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
大
手
企

業
に
と
っ
て
は
、
重
要
で
心
強
い
と
も

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
と
と
し
か
ら
民
間
企
業
と
共
同
で

始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
十
勝
で

発
見
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
乳
酸
菌
を

用
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
な
つ

ぞ
ら
」
の
ロ
ゴ
や
「
十
勝
」
の
文
字
が

大
き
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
パ
ン
や
チ
ー
ズ
な
ど
、
十
勝
の

原
料
を
使
い
、
名
称
に
も
「
十
勝
」
が

使
わ
れ
た
商
品
を
全
国
展
開
す
る
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。「
食
」
や
「
農
」
と

い
っ
た
十
勝
の
豊
か
な
資
源
の
価
値
が

認
め
ら
れ
、
さ
ら
な
る
付
加
価
値
向
上

に
結
び
付
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

外
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
私

た
ち
に
自
信
と
誇
り
を
与
え
て
く
れ
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
価
値
に
対
す
る

気
付
き
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
な
つ

ぞ
ら
」
の
放
送
を
通
じ
て
、
十
勝
・
帯

広
の
魅
力
や
可
能
性
が
さ
ら
に
広
く
伝

わ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
16
日
に
は
、
大
自
然
の
下
の

農
業
や
食
の
恵
み
を
体
感
で
き
る
「
八

千
代
牧
場
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

緑
豊
か
な
高
原
で
、
少
し
早
い
夏
空
が

見
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

４
月
か
ら
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な

つ
ぞ
ら
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
番
組

の
イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
に
写
っ
て
い
た

の
は
、
笑
顔
の「
な
っ
ち
ゃ
ん
」と
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
の
存
在
感
た
っ
ぷ
り
な「
牛
」

で
す
。
ド
ラ
マ
の
序
盤
は
、
牧
場
や
酪

農
の
シ
ー
ン
が
多
く
、
ロ
ケ
の
場
所
や

地
元
の
牛
た
ち
が
登
場
し
て
い
る
こ
と

も
、
話
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

帯
広
で
牧
場
と
い
え
ば
「
八
千
代
牧

場
」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
十
勝
幌ポ
ロ

尻シ
リ

岳
の
裾
野
に
広
が

る
敷
地
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
お
よ

そ
１
２
２
倍
に
も
な
り
ま
す
。
正
式
に

は
、「
八
千
代
公
共
育
成
牧
場
」
と
い

い
、
国
営
事
業
と
し
て
、
自
給
飼
料
の

生
産
拡
大
や
畜
産
農
業
の
牛
を
育
成
す

る
目
的
で
、
昭
和
57
年
に
完
成
し
ま
し

た
。
今
も
夏
に
な
る
と
、
延
べ
12
万
頭

を
超
え
る
牛
が
、
草
を
は
む
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

帯
広
で
は
、
畑
作
が
盛
ん
で
す
が
、

十
勝
管
内
に
お
け
る
畜
産
部
門
の
農
協

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

八千代牧場で夏空を

おびひろ
夢かなうまち

柏
林
台
出
張
所
の

建
設
を
開
始
し
ま
す

２
０
２
０
年
９
月
頃 

運
用
開
始

訓
練
や
研
修
施
設
を
充
実

　

柏
林
台
出
張
所
は
、
消
防
職
団
員
の

訓
練
研
修
施
設
と
し
て
、
西
出
張
所
の

約
２
倍
の
敷
地
面
積
を
確
保
し
、
敷
地

内
に
鉄
骨
製
の
訓
練
施
設
を
併
設
し
ま

す
。
さ
ら
に
研
修
室
も
備
え
る
た
め
、

住
民
向
け
の
救
命
講
習
や
、
防
火
・
防

災
訓
練
の
実
施
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

６
月
か
ら
柏
林
台
出
張
所
の

建
設
工
事
を
開
始

　

柏
林
台
出
張
所
は
、
６
月
か
ら
建
設

工
事
を
開
始
し
、
来
年
６
月
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
移
転
作

業
を
行
い
、
来
年
９
月
頃
に
運
用
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中
の
消

防
車
両
の
配
置
な
ど
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
柏
林
台
出
張
所
の
運

用
開
始
に
伴
い
、
西
出
張
所
と
緑
ヶ
丘

出
張
所
は
閉
所
し
ま
す
。

と
か
ち
広
域
消
防
局
消
防
救
助
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
３
階
、

☎
26
・
9
1
2
2
）

　
西
出
張
所
と
緑
ヶ
丘
出
張
所
を
統
合
し
、
柏
林
台
地
区
に
新
た
に
柏
林
台
出
張

所
を
建
設
す
る
工
事
が
、
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
出
張
所
を
統
合
し

機
能
強
化
を
図
り
ま
す

　

建
築
か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
帯
広
消
防
署
西
出
張

所
（
西
19
北
１
）
を
、
柏
林
台
出
張
所

と
し
て
柏
林
台
西
町
に
移
転
新
築
す
る

と
と
も
に
、
緑
ヶ
丘
出
張
所
（
緑
ヶ
丘

東
通
西
１
）
と
統
合
し
、
消
防
活
動
の

拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
り
ま
す
。

各
種
災
害
へ
の
初
動
体
制
を
強
化

　

柏
林
台
出
張
所
は
、
大
規
模
な
地
震

に
耐
え
る
十
分
な
強
度
を
備
え
、
停
電

時
に
お
い
て
も
施
設
の
機
能
を
維
持
で

き
る
よ
う
非
常
用
発
電
設
備
を
設
け
ま

す
。

　

ま
た
、
市
消
防
団
帯
広
第
３
・
４
分

団
詰
所
を
併
設
し
、
消
防
職
団
員
や
消

防
車
両
を
集
結
さ
せ
、
各
種
災
害
へ
の

初
動
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

概　要
建設地：柏林台西町2丁目1　ほか
敷地面積：5040㎡
庁舎建築面積：639.85㎡
庁舎延べ面積：914.88㎡
構造：２階建て
建 設 期 間：2019年6月 〜 2020年6
月（予定）
運用開始：2020年9月頃
配置車両：水槽付消防ポンプ自動
車2台、消防ポンプ自動車（消防
団）2台、非常用救急自動車1台

柏林台出張所の主な特徴
・一般的な建築物の 1.5 倍の耐震性能を確保。
・停電時においても消防活動の拠点となる施設としての機能を維持す

るため、非常用発電設備を設置。
・ホース乾燥塔の壁面にはしご訓練、ロープ訓練の設備を設置。
・地域住民を対象とした応急手当普及講習などができる研修室を設置

するとともに、防火・防災訓練の実施に十分な敷地面積を確保。
・消防職団員の訓練研修施設として、西出張所の約 2 倍の敷地面積を

確保したほか、敷地内に鉄骨製の訓練施設を併設。
・施設の省エネルギー化を推進するため、LED 照明器具や太陽光発電

設備を採用。

完成予想図

柏林台西町２丁目

弥
生
新
道

建設予定地

柏林台西町１丁目

帯広市休日夜間
急病センター

市立すずらん
保育所

配置図

2020
年

運用開
始 帯広消防署  柏林台出張所
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皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
」に

応
え
ま
す

ふ
れ
あ
い
市
政
講
座

　

ふ
れ
あ
い
市
政
講
座
で
は
、
市
で
行

っ
て
い
る
各
種
制
度
の
説
明
や
事
業
の

計
画
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
参
加
で
き
る
講
座
も
あ
る

の
で
、
地
域
集
会
や
グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
は
75
種
類

　

講
座
は
、
防
災
や
交
通
安
全
、
健
康
、

福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
、
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
の
取
り
組
み
紹
介
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　

講
座
一
覧
（
表
）
に
な
い
も
の
で
も

対
応
可
能
な
場
合
が
あ
る
の
で
、
ま
ず

は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師
の
派
遣
費
用
は
無
料

対
象　

市
内
在
住
か
市
内
に
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ 

開
催
時
間　

原
則
と
し
て
平
日
９
時
〜

21
時
の
間
の
90
分
以
内
で
す
。

場
所　

市
内
に
限
り
ま
す
。
会
場
は
申

込
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用　

職
員
の
派
遣
と
資
料
作
成
経
費

は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。
会
場
費
な
ど

は
申
込
者
の
負
担
で
す
。

申
し
込
み　

開
催
予
定
日
の
30
日
前
ま

で
に
、
申
込
書
を
広
報
広
聴
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
内
コ
ミ
セ
ン
、
支
所
、

と
か
ち
プ
ラ
ザ
に
備
え
つ
け
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で

き
ま
す
。

広
報
広
聴
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
０
９
）

　
皆
さ
ん
が
集
う
場
に
職
員
が
出
向
い
て
、生
活
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
お
話
し
す
る「
ふ
れ
あ
い
市
政
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

分　野 講座名

防　災
・

安　全

防災講話

交通安全教室

消費者被害予防講座

空き家対策について

木造住宅の耐震化について

まちづくり
・

市民協働
・

町内会活動

帯広市の総合計画

まちづくり基本条例のはなし

ユニバーサルデザインってな〜に？

公共施設マネジメントについて

町内会活動応援します！

あなたが主役！市民協働のまちづくり

姉妹都市・友好都市について

帯広市の国際交流・協力について

帯広市の都市計画

帯広市のバス交通

中心市街地の活性化

みんなでつくろう「帯広の森」

広　報
・

広　聴

帯広市ホームページの活用のしかた

情報公開制度の概要

分　野 講座名

健　康
・

福　祉

出前健康講座

「がん」を学ぼう！

住みごこちのよいまちづくりについて

「けんこう帯広21」ってな〜に？

知ってあんしん「在宅医療」

みんなの「介護保険」入門

ノーマライゼーションってな〜に？

手話を学ぼう

認知症サポーター養成講座

成年後見制度について

帯広市国保の健康課題

後期高齢者医療制度について

国民健康保険について

産　業
・

観　光

フードバレーとかちってな〜に？

帯広市の商業

帯広市の工業

十勝・帯広の観光

帯広の三大まつり

十勝・帯広の農業概要

十勝・帯広の農畜産物

検 索帯広市 ふれあい市政講座

表　ふれあい市政講座一覧
分　野 講座名

教　育
・

生涯学習
・

男女共同参画

おびひろ子育てガイド

子どもの権利条約のはなし

児童虐待の未然防止について

性教育講座

小中学校と子どもたち

非行防止教室

帯広市の青少年健全育成

生涯学習のススメ

男女共同参画社会のまちづくり

DVってどういうこと？

帯広市の文化行政

アイヌ文化紹介

健康スポーツ都市・おびひろ

百年記念館に行ってみよう

図書館の上手な使い方講座

帯広市立小中学校の教育環境のあり方について

コミュニティ・スクールについて

帯広市小中一貫教育について

こども学校応援地域基金プロジェクトについて

分　野 講座名

市のしくみ
・

しごと

帯広市役所庁舎見学

行財政改革について

帯広市の台所事情

環境衛生

出前環境教室

日高山脈の国立化に向けて

待った無しの地球温暖化

ごみ懇談会

みんなの学校に収集車がやってくる！

エコエコ紙芝居

緑化リサイクル講習会

みどりのまちづくり

水道・下水道事業について

帯広川下水終末処理場施設見学

税　金
市民税のはなし

資産税のはなし

選　挙 めいすいくんの選挙早わかり講座

議　会 市議会ってどういうところ？

消費者被害予防講座
（安心安全推進課）

待って！
詐欺かもしれません！

　インターネットの普及により悪質商法の手口は日々変化し、巧妙
になっています。インターネット関連のトラブルを防止する内容を
はじめ、訪問販売や電話勧誘販売、悪質商法の被害に遭わないため
の方策や、相談窓口などについてお話しします。

★ 「未納料金が発生しており、連絡しないと裁判になる」という
架空請求ハガキが届いた。

★ 電話で光回線の料金が安くなるなどと言われ、知らないうち
に別会社と契約していた。

★ 通販で、お試し価格で購入した健康食品や化粧品が定期購入
だった。電話したがなかなかつながらず、すぐにやめられない。

★ ネットで検索した副業サイトに登録し、高額な料金を払った
のに説明と違って利益がない。

★注文した覚えのない品物が届いた。

講座では、
「最近のトラブル事例と対処法」
「撃退しましょう！消費者トラブル」
「新しい手口の詐欺」
「�クレジットカード・スマホ利用の
金銭トラブル」
などについて、詳しく説明します。

ご利用ください！

最近の事例
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国
保
料
の
軽
減
・

減
免
制
度
な
ど
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

低
所
得
者
の
軽
減
制
度

　

前
年
中
の
所
得
※
１
が
基
準
額
以
下

の
世
帯
に
対
し
て
、国
民
健
康
保
険
料

の
均
等
割
と
平
等
割
※
２
が
、あ
ら
か
じ

め
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽

減
の
割
合
は
７
割
、５
割
、２
割
の
３
種

類
で
す
。
４
月
１
日（
途
中
加
入
者
の

場
合
は
世
帯
主
が
加
入
し
た
日
）の
世

帯
内
の
加
入
者
数
と
、前
年
所
得
で
軽

減
の
割
合
を
判
定
し
ま
す
。
今
年
度
は
、

５
割
と
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
基
準

額
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。（
表
１
）

や
む
を
得
ず

失
業
し
た
人
の
軽
減
制
度

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
や
む
を
得
ず
失

業
し
た
人
が
国
保
に
加
入
し
た
場
合
、

保
険
料
や
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
失
業
に

よ
り
新
た
に
国
保
に
加
入
し
た
人
と
、

失
業
し
た
人
の
う
ち
、
既
に
国
保
に
加

入
し
て
い
て
雇
用
保
険
の
「
特
定
4

4

受
給

資
格
者
」
ま
た
は
「
特
定

4

4

理
由
離
職
者
」

に
該
当
す
る
人
で
す
。（
図
１
）

国
保
課
へ
の
届
け
出
が
必
要

　

公
共
職
業
安
定
所
で
雇
用
保
険
の
手

続
き
を
し
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
」
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
保
課
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
雇
用
保
険
特
例
4

4

受
給
資
格

者
証
」「
雇
用
保
険
高
年
齢

4

4

4

受
給
資
格

者
証
」
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

軽
減
の
内
容
は
、
離
職
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
保
険
料
を
、
対
象

者
の
前
年
所
得
の
う
ち
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
の
判
定
の
際
に
も
、

対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

減
免
制
度

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
特
別
な
事
情

で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
減
免
の
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
世
帯
が
対
象

　

世
帯
全
員
の
資
産
や
退
職
金
な
ど
を

活
用
し
て
も
生
活
が
著
し
く
困
難
で
、

所
得
の
要
件
（
図
２
）
に
当
て
は
ま
る

世
帯
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
所
得
割
の

２
分
の
１
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
表
２
）

そ
の
他
の
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場
合

▼
失
業
や
病
気
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合
▼
長
期
入
院
な
ど
で
多

額
の
医
療
費
が
掛
か
っ
た
場
合
▼
火
災

や
地
震
な
ど
で
資
産
に
重
大
な
損
害
を

受
け
た
場
合

他
の
保
険
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
65
歳
以
上
の
人
の
減
免
制
度

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
人

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
場
合
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

人
（
旧
被
扶
養
者
）
で
国
保
に
加
入
し

た
65
歳
以
上
の
人
は
、
保
険
料
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国

保
へ
加
入
手
続
き
を
す
る
と
き
に
、
減

免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
本
来
、

国
保
に
加
入
し
た
月
か
ら
２
年
間
で
す

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る

軽
減
措
置
の
期
間
と
あ
わ
せ
て
、
国
保

の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
２
年
間

に
限
ら
ず
当
分
の
間
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
け
る
軽
減
措
置
の
期
間
が
本
来

の
２
年
間
に
見
直
さ
れ
る
た
め
、
国
保

の
均
等
割
と
平
等
割
の
減
免
も
本
来
の

２
年
間
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
所
得
割

は
こ
れ
ま
で
通
り
２
年
間
に
限
ら
ず
、

当
分
の
間
減
免
さ
れ
ま
す
。（
表
３
）

減
免
の
申
請
受
付
期
間

　

納
入
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
郵
送
す

る
の
で
、
対
象
者
は
６
月
14
日
以
降
、

印
鑑
と
納
入
通
知
書
を
持
参
の
上
、
国

保
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
の

理
由
に
よ
り
証
明
書
類
が
必
要
な
場
合

や
、
受
付
期
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
分
の
減
免
申
請
の
期
限

は
、
原
則
、
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま

で
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
伴
う
保
険
料
の
特
別
措
置

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
加
入
者
の
人

数
が
少
な
く
な
る
国
保
世
帯
に
は
、
保

険
料
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
別
措
置
を
受
け
る
た
め

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◆
特
別
措
置
１

　
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
人
が
世
帯
内
に
い
て
、
世
帯

の
所
得
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
移
行

前
と
同
率
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
移
行
し
た
人
の
前
年
所
得
や
人
数

を
含
め
て
判
定
し
ま
す
。

◆
特
別
措
置
２

　
１
人
に
な
っ
た
世
帯
へ
の
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
す
る
こ
と
で
、
国
保
に
残
る
加
入

者
が
１
人
に
な
っ
た
場
合
は
、
世
帯
構

成
に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
移
行
後
５
年

間
は
、
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
の
平
等
割
が
２
分
の
１
に
な
り

ま
す
。
６
年
目
か
ら
は
３
年
間
、
医
療

保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
平

等
割
が
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
は
、
所
得
が
少
な
い
世
帯
を
対
象
に
し
た
、
軽
減
制
度
や
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
保

険
料
額
は
、
６
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
）

問
い
合
わ
せ

※
１
　
対
象
と
な
る「
所
得
」と
は

　

前
年
の
世
帯
全
員
の
収
入
か
ら
必
要

経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

　

給
与
や
公
的
年
金
で
は
、収
入
か
ら

給
与
所
得
控
除
額
や
公
的
年
金
等
控
除

額
を
差
し
引
い
た
額
で
、社
会
保
険
料

控
除
、医
療
費
控
除
、配
偶
者
控
除
な
ど

を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。
遺
族
年
金

や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
収
入
は

含
み
ま
せ
ん
。

※
２
　
国
民
健
康
保
険
料
と
は

　

保
険
料
は
⑴
医
療
保
険
分
、⑵
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
、⑶
介
護
保
険
分（
40

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
の
み
）の
合
算

額
で
す
。
⑴
〜
⑶
そ
れ
ぞ
れ
が
①
所
得

割（
加
入
者
全
員
の
前
年
所
得
で
算
定
）、

②
均
等
割（
加
入
者
１
人
ず
つ
に
掛
か

る
）、③
平
等
割（
世
帯
単
位
で
掛
か
る
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

図１　 失業した人の
　　　軽減制度の対象

表１　 軽減の対象となる所得の
基準額

特定受給資格者

雇用保険受給資格者証に
記載されている離職理由
コードが11、12、21、22、
31、32の人

軽減
割合 基準額

７割 33万円（変更なし）

５割

27万5000円
⬇

33万円＋28万円×加入者数
（今年度から）

２割

50万円
⬇

33万円＋51万円×加入者数
（今年度から）

特定理由離職者

雇用保険受給資格者証に
記載されている離職理由
コードが23、33、34の人

図２　減免の対象となる所得の要件

表２　低所得世帯が対象の減免基準と適用事例

●給与収入のみの場合の減免基準

表３　旧被扶養者の人に対する減免

●年金収入のみの場合の減免基準

※３ 旧国保被保険者：国保から後期高齢者医療制度に移行した人

※４ 平等割は旧被扶養者のみで構成される世帯が対象
※５ 均等割と平等割は「低所得者の軽減制度」の５割軽減
　　 または７割軽減に該当する世帯は適用になりません

① 昭和29年１月１日以前生まれの人

② 昭和29年1月2日以降生まれの人

所得の少ない世帯のうち
加入者が特別寡婦・特別障
害者に該当または、同居の
特別障害者（加入者に限
る）を扶養する世帯のうち

世帯の前年の総所得が、
加入者数と旧国保被保険
者数※３の合算数×35万円
＋33万円以下の世帯

いずれも、世帯で所得のある人が
１人の場合

世帯の前年の総所得が、
加入者数と旧国保被保険
者数※３の合算数×35万円
＋55万円以下の世帯

区分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 給与収入  約98万円 〜 133万円

2人世帯 給与収入  約98万円 〜 171万9000円

3人世帯 給与収入  約98万円 〜 223万1000円

4人世帯 給与収入  約98万円 〜 273万1000円

区分 期間 減免の割合

均等割
平等割※4

国保に加入した月
から２年間

２分の１
減免※５

所得割 当分の間 全額減免

区分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 年金収入  約153万円 〜 203万円

2人世帯 年金収入  約153万円 〜 238万円

区分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 年金収入  約103万円 〜 140万6000円

2人世帯 年金収入  約103万円 〜 187万3000円
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第１段階から第３段階の介護保険料が軽減されます　10 月から実施の消費税率の引き上げに伴う介護保険制度の改正により、第１段階から第３段階の介護保険料が軽減
されています。詳細は広報おびひろ５月号、２ページの表２をご覧になるか、介護保険課に問い合わせください。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
は
所
得
と
世
帯
の
課
税
状
況
で
計
算
し
ま
す

介
護
保
険
料
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
納

め
る
介
護
保
険
料
と
、
国
・
道
・
市
の

負
担
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以

上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
の
総
額
は
、

制
度
運
営
の
財
源
の
約
23
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

保
険
料
額
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
2
年
度
ま
で
の
間
に
か
か
る
と
見
込

ま
れ
る
介
護
給
付
費
か
ら
、
国
な
ど
が

負
担
す
る
分
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

際
に
支
払
う
自
己
負
担
を
差
し
引
い
た

額
が
保
険
料
総
額
と
な
る
よ
う
に
、
65

歳
以
上
の
人
の
所
得
と
世
帯
の
課
税
状

況
に
応
じ
て
計
算
し
、
決
定
し
て
い
ま

す
。（
表
１
）

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
額
は

６
月
中
旬
に
郵
送
す
る
「
介
護
保
険
料

額
の
お
知
ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の

納
め
方

　

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
が
納
め
る

介
護
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
か
ら
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
）

　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
（
老
齢
・

退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
）
の
受
給
者
は
、

年
６
回
、
年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
天
引

き
す
る
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。（
図

２
）

●
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

　

次
の
人
は
年
10
回
、
口
座
振
替
や
納

付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
ま
す
。（
図
３
）

・
特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
人

・�

４
月
１
日
現
在
で
、
年
金
受
給
が
な

か
っ
た
人

・�
年
金
担
保
、
年
金
差
し
止
め
、
現
況

届
の
未
提
出
な
ど
で
年
金
が
停
止
さ

れ
て
い
る
人

一
時
的
に
納
付
書
で
納
付
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

・
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
場
合

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・�

年
度
途
中
で
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ

た
場
合

・�

収
入
申
告
の
変
更
な
ど
で
、
保
険
料

の
所
得
段
階
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
は
納
付
の
手
間
が
省
け
て
、

納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
は
、
通
帳
、
届
け
出
印
を

持
参
の
上
、
介
護
保
険
課
ま
た
は
取
扱

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

な
ど
の
窓
口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
替
手
続
き
は
、

介
護
保
険
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
手
続
き
が
簡
単
に

　

介
護
保
険
課
窓
口
で
、
金
融
機
関
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端
末
に
通

し
、
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

簡
単
に
口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
便
利
な
口
座
振
替
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
金
融
機
関
】

帯
広
信
用
金
庫
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

保
険
料
の
軽
減
制
度

　

市
で
は
、
収
入
が
少
な
い
世
帯
の
負

担
が
軽
く
な
る
よ
う
、
保
険
料
を
軽
減

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

軽
減
制
度
に
つ
い
て
は
、
広
報
お
び

ひ
ろ
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
収
入
基

準
な
ど
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
世
帯
が

対
象
で
す
。
申
請
の
受
け
付
け
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
介
護
保
険
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
な
ど
の
軽
減
制
度

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
利
用
料
な
ど
を
軽
減
し
た
り
、
高

額
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
す
な
ど
、

利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
介
護
保
険
課
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
介
護
保
険
施
設
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
の
介
護
保
険
料
額
は
、
６
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
５
０
）

問
い
合
わ
せ保険料

40歳～64歳
27％

保険料
40歳～64歳
27％

保険料
65歳以上
23％

保険料
65歳以上
23％

国の
負担金
25％

国の
負担金
25％

道の
負担金
12.5％

道の
負担金
12.5％

市の
負担金
12.5％

市の
負担金
12.5％

公費
50％
公費
50％

保険料
50％
保険料
50％

図１　介護保険制度運営の財源

表1　今年度　段階別介護保険料額
保険
料段

階
対　　　象　　　者 保険料率 年額保険料

第１
段階

世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉
年金の受給権者または生活保護受給の人

基準額×0.375 2万6060円世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前
年の合計所得金額※1と課税年金収入額の
合計が80万円以下の人

第２
段階

世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前
年の合計所得金額※1と課税年金収入額の
合計が80万円を超え、120万円以下の人

基準額×0.625 4万3420円

第３
段階

世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前
年の合計所得金額※1と課税年金収入額の
合計が120万円を超える人

基準額×0.725 5万380円

第４
段階

世帯に市町村民税課税者がいて、本人は非
課税の人（前年の合計所得金額※1と課税年
金収入額の合計が80万円以下の人）

基準額×0.90 6万2530円

第５
段階

世帯に市町村民税課税者がいて、本人は非
課税の人（前年の合計所得金額※1と課税年
金収入額の合計が80万円を超える人）

1
（基準額） 6万9480円

第６
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が80万円未満の人 基準額×1.15 7万9900円

第７
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が80万円以上120万円未満の人 基準額×1.20 8万3370円

第８
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が120万円以上150万円未満の人 基準額×1.25 8万6850円

第９
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が150万円以上200万円未満の人 基準額×1.30 9万320円

第10
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が200万円以上250万円未満の人 基準額×1.50 10万4220円

第11
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が250万円以上300万円未満の人 基準額×1.60 11万1160円

第12
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が300万円以上350万円未満の人 基準額×1.70 11万8110円

第13
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が350万円以上500万円未満の人 基準額×1.85 12万8530円

第14
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得
金額※1が500万円以上1000万円未満の人 基準額×2.00 13万8960円

第15
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所
得金額※1が1000万円以上の人 基準額×2.15 14万9380円

※1�　合計所得金額は、税法上の合計所得金額から「分離譲渡所得の
特別控除」を引き、本人非課税の場合は、さらに「公的年金等に
係る雑所得」を引いたものです。

・�世帯状況は、毎年4月1日時点（年度途中に65歳になる人、市外か
ら転入された人はその時点）が基準となります。

※2��利用者負担が3割の人が2年以上滞納した場合は、4割に引き上げられます。

図２  特別徴収の徴収月別金額計算方法
徴収月 ４月 ６月 ８月 10 月 12 月 翌年２月

介護保険料決定前
○  前年度特別徴収の人は、原則としてその年の2月

の徴収額と同額を天引きします。
○  前年度普通徴収の人は、前年度の所得段階を参

考に算出した額を天引きします。

介護保険料決定後
○  当該年度の確定した年間保険料のうち、4月と6

月の年金から天引きで納付した保険料を差し引
いた残りを4等分します。100円未満の端数は10
月に天引きします。

介護保険料決定

保険料は
きちんと
納めましょう

通常は

原則として、介護（予防）
サービスにかかる費用
の1割〜3割負担でサー
ビスを利用できます。

滞
納
し
て
い
る
と

保険料の納付期限を守りましょう
保険料を納め忘れると、滞納期間に応じた措置がとられることがあります。

1年以上
滞納すると

サービス費用の全額
を支払った後に、市
役所の窓口で9割〜7
割分の払い戻しを受
けることになります。

1年6カ月以上
滞納すると

滞納している保険料
の額を、給付される
金額から差し引くこ
とがあります。

2年以上
滞納すると

滞納期間に応じた一定期間、利
用者負担が１割〜３割から３割
〜４割※2に引き上げられるほか、
高額介護（予防）サービス費など
の支給も受けられなくなります。

図３  普通徴収の期別金額計算方法
納　期 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 第9期 第10期

徴収月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 翌年1月 翌年2月 翌年3月

当該年度の年間保険料を10等分した金額を納めます。100円未満の端数は第1期（6月分）で調整します。
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証明書のコンビニ交付が
始まります
　マイナンバーカードを使って、全国のコンビニエンスストアなど
で、夜間や休日も住民票などの証明書発行ができるようになります。

　　　　　　コンビニ交付、マイナンバーカードについては戸籍住民課（市庁舎1階、
☎65・4234）、マイナンバー制度については行政推進室（市庁舎5階、☎65・4112）
問い合わせ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
店

舗
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
か
ら
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
６

月
４
日
㈫
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

案
内
画
面
を
見
な
が
ら
の
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
操
作
で
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
を

自
分
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
申

請
書
の
記
入
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

帯
広
駅
分
室
、
コ
ミ
セ
ン
で
の

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
を
検
討
し
ま
す

　

帯
広
駅
分
室
は
令
和
2
年
３
月
上
旬

に
閉
鎖
と
な
り
、
諸
証
明
の
交
付
は
廃

止
し
ま
す
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
事
務

は
本
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
諸
証
明
の

交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

郵
送
で
証
明
書
を
取
り
寄
せ
る
必
要

が
あ
っ
た
人
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
か

ら
す
ぐ
に
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

証明書の種類 手数料 利用できる人 注意事項

住 民 票
の 写 し 200円

帯広市に住
民登録があ
る人

・ 本人および同一世帯員の分を
取得可能

・ 最新の住所および前住所が記
載される

・ 転出者や死亡者など、除票に
なっている人の分は取得不可

・住民票コードは記載不可

印鑑登録
証 明 書 300円

帯広市で印
鑑登録をし
ている人

・本人分のみ取得可能
・印鑑登録証の持参は不要

戸 籍 謄
（ 抄 ）本 450円

帯広市に本
籍がある人

・ 本人および同一戸籍に記載さ
れている人の分を取得可能

・除籍や改製原戸籍は取得不可戸籍の附
票の写し 200円

コンビニ交付で取得できない証明書の例
・住民票コードを記載した住民票、住民票の除票
・記載事項証明書
・ 帯広市に転出届を出してから転入届を出す前の人がいる世帯の住民票
・帯広市に転出届を出してから転入届を出す前の人の印鑑登録証明書
・ 特別な事情により閲覧制限をしている人がいる世帯の住民票、印鑑

登録証明書、戸籍、戸籍の附票
・除籍、改製原戸籍、除かれた附票、改製されていない紙戸籍
・戸籍の届け出をした直後の人がいる戸籍、戸籍の附票
・担当職員により内容確認が必要な証明書

・住民基本台帳カード、通知カード、印鑑登録証ではコンビニ交付は利用できません。
・住所の異動や戸籍の届け出を行った場合、内容が反映されるまで数日かかります。
・４桁の暗証番号を連続で３回間違えると利用できなくなります。
　その場合、市役所で暗証番号の初期化、再設定の手続きが必要になります。
・誤って証明書を取得した場合でも、返金・交換はできません。
・手数料が免除される場合でも、コンビニ交付ではお金がかかります。後から返金はできません。
・本籍地が帯広市で、住民登録地が他市区町村の人は事前に利用登録申請が必要です。
　登録されるまで数日かかります。

早朝・深夜でも気軽に利用できる

　申請書は、平成27年10月以降に郵送し
た紙製の通知カードの下部分についていま
す。申請書がない人は運転免許証やパス
ポートなど本人確認書類を持って、戸籍住
民課窓口までお越しください。暗証番号は
申請者本人が窓口で設定します。
　カードを受け取るまで、申請から約1カ
月かかります。不明な点は、戸籍住民課に
問い合わせください。

　市職員が、企業や地域団体の事業所など
に出向き、マイナンバーカードの一括申請
を受け付けています。
　対象は帯広市民の申
請予定者がおおむね10
人以上所属している団
体です。詳細は戸籍住
民課に問い合わせくだ
さい。

マイナンバーカードを
作るには

マイナンバーカードの
団体申請を受け付けています

注意事項

コンビニ交付の
操作手順を
説明するよ！

いつどこで利用できるの？

利用に必要なものは？

令和元年6月4日からの
サービス開始

毎日6時30分から23時
（12月29日から翌年1月3日および

メンテナンス日を除く）

① 利用者証明用電子証明書付きの
マイナンバーカード（電子証明
書はマイナンバーカード発行時
に標準搭載されています）

② 利用者証明用電子証明書の
　暗証番号（数字４桁）
③手数料（窓口と同額）

① マルチコピー機で「行政サー
ビス」を選択し、マイナンバー
カードをセット

③ 画面を操作して、必要な
　証明書と部数を選ぶ

⑤ 証明書と領収書
　を受け取る

② マルチコピー機に
　利用者証明用電子証明書の
　暗証番号（数字４桁）を入力

④マルチコピー機に
　手数料を投入する

6月4日から

コンビニ交付で取得できる証明書

＜市内利用可能店舗＞
マルチコピー機が設置されている
セブン-イレブン／ローソン／セイ
コーマート／イオン北海道
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男女共同参画に関する
市民意識調査結果
性別にかかわらず、個性や能力を十分に発揮できる社会へ
　帯広市における男女共同参画に関する意識や実態を把握するため
に、調査を実施しました。
　調査の詳しい結果は、市ホームページに掲載しています。
　　　　　　  男女共同参画推進課（市庁舎3階、☎65・4134）問い合わせ

市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
男
女
が
共
に
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
、
平
成
22
年
３
月
に
策

定
し
た
「
お
び
ひ
ろ
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
基
に
、
男
女
平
等
意
識
の
啓

発
や
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
を
実
施

市
民
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
や
実
態
を
把
握
し
、
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
ほ
か
、
新

た
な
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
、
平
成

25
年
度
に
続
き
、
３
回
目
の
市
民
意
識

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

図１　夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

25年調査

今回調査

賛成

4.9 23.3 32.532.5 28.4 11.011.0

7.0 31.0 32.832.8 17.9 11.311.3

どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対
わからない
・無回答

賛　成 反　対

男性が優遇 女性が優遇女性が優遇

図５　社会全体で男女の地位は平等になっていると思うか

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

男性

女性

全体

男性が優遇 女性が優遇
わからない
・無回答

どちらかといえば
男性が優遇

どちらかといえば
女性が優遇平等

15.3 58.3 9.29.2 11.511.54.34.3

18.5 60.5 6.36.3 11.811.82.92.9

10.6 55.0 13.913.9 10.610.66.66.6

3.33.3

0.00.0

1.31.3

図６　セクシュアル・マイノリティのイメージ

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

個人の人権として理解・尊重すべきである

偏見や差別などを心配して、隠している人が多いと思う

性の多様性として認めるべきである

テレビや新聞などで取り上げられることが多いので、何となくわかる

芸能人など公表する人が増えてきたので、身近に感じる

個人の趣味・趣向の問題である

自分自身やまわりに当事者がいるため、身近なことだと思う

男は男らしく、女は女らしくあるべきである

74.974.9

57.057.0

49.949.9

44.544.5

28.928.9

22.522.5

9.59.5

7.97.9

図２　女性が職業を持つこと

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

20年調査

25年調査

今回調査 3.83.85.1 39.6 34.534.5 4.14.111.3

1.51.5

3.53.5 6.2 33.6 41.041.0 4.34.311.0

0.30.3

4.44.44.7 26.5 51.151.1 5.45.47.2

0.70.7

女性は職業を持たない方がよい
結婚するまでは、職業を持つ方がよい
子どもができるまでは、職業を持つ方がよい
子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を持つ方がよい
その他　　　　わからない・無回答

0％

5％

10％

15％

20％

25％

男性女性全体

図４　セクハラを受けた経験が
　　　あると回答した人の割合

14.114.1

22.322.3

1.31.3
0％

5％

10％

15％

20％

25％

男性女性全体

図３　DVを受けた経験があると
　　　回答した人の割合

6.66.6

10.110.1

1.31.3

◆
調
査
期
間　

平
成
30
年
４
月
27
日
～

５
月
15
日

◆
調
査
対
象　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上

の
１
０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）、
有

効
発
送
数
９
９
５
人

◆
調
査
内
容

⑴�

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
言
葉
に
つ

い
て

⑵
家
庭
生
活
に
つ
い
て

⑶
職
業
に
つ
い
て

⑷
男
女
の
人
権
に
つ
い
て

⑸
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

⑹�
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て

◆
回
収
数
（
回
収
率
）

３
９
１
人
（
39
・
３
％
）

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
は

少
し
ず
つ
改
善

「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
、

「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」

が
28
・
２
％
、「
反
対
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
反
対
」
が
60
・
９
％
で
し
た
。　

前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、「
賛
成
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
９
・８

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、「
反
対
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
反
対
」
が
10
・
２
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
性
別
役
割
分
担
意

識
が
、
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ
と
職
業

を
続
け
る
方
が
よ
い
」
が
増
加
傾
向

　

女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
関
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
が
で

き
て
も
、
ず
っ
と
職
業
を
続
け
る
方
が

よ
い
」
が
39
・
６
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業
を
や

め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
を
持

つ
方
が
よ
い
」
34
・
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
２
）　　

過
去
か
ら
の
調
査
結
果
の
推
移
を
見

る
と
、「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ

と
職
業
を
続
け
る
方
が
よ
い
」
と
い
う

考
え
方
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
人
権
侵
害
の

存
在

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の

暴
力
で
あ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、「
自
分

が
直
接
被
害
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
人
は
全
体
で
６
・
６
％
、

女
性
が
10
・
１
％
、
男
性
が
１
・
３
％

で
し
た
。（
図
３
）

　

Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と

回
答
し
た
人
の
相
談
先
は
、「
友
人
・

知
人
」
が
53
・
８
％
と
最
も
多
く
、

「
家
族
・
親
族
」
46
・
２
％
、「
医
師
」

19
・
２
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

被
害
を
受
け
て
も「
相
談
し
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
た
人
は
26
・
９
％
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
誰
に
も
相
談
で
き

ず
に
い
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
、
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、「
自

分
が
直
接
被
害
を
受
け
た
経
験
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体
で
14
・
１

％
、
女
性
が
22
・
３
％
、
男
性
が
１
・

３
％
で
し
た
。（
図
４
）

男
女
平
等
意
識
の
実
感

分
野
ご
と
の
男
女
の
地
位
の
平
等
に

つ
い
て
、「
平
等
」
と
答
え
た
人
の
割

合
が
最
も
多
か
っ
た
の
が
、「
学
校
教

育
」
の
分
野
で
58
・８
％
、次
い
で
「
家

庭
生
活
」
29
・
４
％
、「
法
律
や
制
度
上
」

が
24
・
８
％
で
し
た
。

一
方
で
、「
社
会
全
体
」
で
は
、「
男

性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
」
が
73
・６
％
、「
平
等
」

が
９
・
２
％
、「
女
性
の
方
が
非
常
に
優

遇
さ
れ
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
が

５
・６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
５
）

「
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
て
い
る
割
合
は
女
性
で
79
・
０

％
、
男
性
で
65
・
６
％
と
、
特
に
女
性

で
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
分
野
に
よ
っ
て
男

女
平
等
の
意
識
に
違
い
が
見
ら
れ
る
う

え
、
社
会
全
体
に
対
す
る
意
識
で
は
、

男
女
の
地
位
を
平
等
と
実
感
し
て
い
る

市
民
が
少
な
い
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

理
解
・
尊
重

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

ま
た
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
に
つ
い
て
、「
言

葉
も
意
味
も
知
っ
て
い
た
」
と
回
答
し

た
人
は
全
体
で
58
・
６
％
で
し
た
。

ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、「
個

人
の
人
権
と
し
て
理
解
・
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
」
が
74
・
９
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
偏
見
や
差
別
な
ど
を
心
配

し
て
隠
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
う
」

57
・
０
％
、「
性
の
多
様
性
と
し
て
認

め
る
べ
き
で
あ
る
」
49
・
９
％
と
続
く

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
６
）

次
期
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に

向
け
て

　

現
在
、
市
で
は
次
期
の
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
令
和
２
年
度
～
）
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
や
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
、
女
性
の
活
躍
推
進
や
Ｄ
Ｖ

防
止
な
ど
の
ほ
か
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
な
ど
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
者
や
市
民
な
ど
か
ら
な

る
帯
広
市
男
女
共
同
参
画
市
民
懇
話
会

に
お
い
て
、
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
市
民
懇
話
会
に
お
け
る
議
論
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

※四捨五入により個々の比率の合計が100％にならない場合があります。

▲詳細はこちら
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地
域
が
つ
く
る

子
ど
も
の
居
場
所

高
齢
者
の
肺
炎
予
防

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業（
放
課
後
子
ど
も
広
場
）

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助
成

　

市
で
は
、
小
学
校
の
放
課
後
や
休
日

に
、
小
学
校
の
体
育
館
な
ど
を
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ

る
居
場
所
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

異
学
年
の
友
人
と
の
遊
び
や
、
地
域

の
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
人
付
き
合

い
や
社
会
の
ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
、
子

ど
も
が
豊
か
な
心
を
育
む
機
会
を
提
供

し
、
大
人
の
生
き
が
い
や
人
間
関
係
づ

く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

交
流
を
通
じ
た
「
見
守
り
活
動
」

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
運
営
に
よ
り
、
昨
年
度
は
延
べ

５
４
０
０
人
を
超
え
る
地
域
の
皆
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

　

市
で
は
、
希
望
者
向
け
に
令
和
元
年

度
～
令
和
５
年
度
の
間
に
１
人
１
回
、

高
齢
者
の
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を
予
防

し
、
重
症
化
を
防
ぐ
「
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
」
の
接
種
料
金
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

予
防
接
種
の
助
成
対
象
年
齢
な
ど

　

今
年
度
の
対
象
者
は
、
次
の
①
②
両

方
に
該
当
す
る
人
で
す
。
対
象
者
に
は
、

７
月
に
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。
任

意
接
種
（
全
額
自
己
負
担
）
で
受
け
た

人
は
、
市
に
接
種
記
録
が
な
い
た
め
、

お
知
ら
せ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
が
、
助
成

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

①�

今
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
に
な
る
人
と
１
０
１
歳
以

上
の
人
（
表
）

②�

初
め
て
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
（
ニ
ュ

ー
モ
バ
ッ
ク
ス
）を
受
け
る
人

　

こ
の
ほ
か
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
の
機
能

に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

実
施
期
間

　

令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

持
ち
物

・
７
月
に
送
付
す
る
お
知
ら
せ
の
文
書

���（
届
か
な
い
人
、
紛
失
し
た
人
は
健

康
推
進
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。）

・�

健
康
保
険
証
な
ど
、
住
所
・
生
年
月

日
の
確
認
で
き
る
も
の

・�

生
活
保
護
受
給
者
は
被
保
護
証
明
書

費
用

　

２
９
０
０
円

　

生
活
保
護
受
給
者
は
被
保
護
証
明
書

を
持
参
す
る
と
費
用
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

実
施
医
療
機
関

　

お
知
ら
せ
に
同
封
す
る
ほ
か
、
総
合

案
内
（
市
庁
舎
１
階
）、
各
支
所
、
各

コ
ミ
セ
ン
に
チ
ラ
シ
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る

人
は
、
前
回
の
接
種
か
ら
一
定
期
間
が

経
過
し
て
い
れ
ば
、
任
意
接
種
（
全
額

自
己
負
担
）
で
受
け
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
、
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

加
し
、
延
べ
２
万
２
０
０
０
人
を
超
え

る
子
ど
も
た
ち
と
の「
遊
び
」と「
学
び
」

を
通
じ
た
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の

機
会
を
提
供

　

体
育
館
を
利
用
し
た
自
由
遊
び
や
、

夏
祭
り
、
餅
つ
き
な
ど
の
季
節
行
事
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
作
や
文
化
体
験
な
ど
、

地
域
の
人
が
自
分
た
ち
の
「
得
意
な
こ

と
」
や
「
出
来
る
こ
と
」
を
自
由
な
発

想
で
企
画
し
、
子
ど
も
た
ち
に
貴
重
な

体
験
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
内
全
小
学
校
で
実
施

　

事
業
は
市
内
全
小
学
校
で
実
施
し
て

い
ま
す
（
表
）。
在
学
し
て
い
る
児
童

な
ら
学
年
を
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
学
校
で
配
布
さ
れ
る
チ
ラ

シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

青
少
年
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
月
１
回
な
ど
、
可
能
な
範
囲
で

構
い
ま
せ
ん
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
と
笑
顔
を
一
緒
に
見
守
る
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

普
段
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ぶ
機
会
の

少
な
い
人
や
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
み
た
い
人
、
少
し
時
間
に
余
裕
が

あ
る
人
な
ど
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
２
）

　
子
ど
も
と
大
人
が
楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
で
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
（
東
8
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
０
）

問
い
合
わ
せ

実施小学校 事業名 実施日／回数（目安）

つつじが丘 つつじっ子クラブ 月・水曜／毎週
土曜／月1〜2回

光南 光南キッズ 水・土曜／月2〜3回

東 東っ子クラブ 月曜／月1回
土曜／月1回

帯広 すきっぷ帯小夢教室 火・金曜／毎週
土曜／月2回

緑丘 みどりっこクラブ 月・水・土曜を中心に月4回

若葉 若葉あそびば 土曜／月1〜2回
夏冬長期休み各2回

啓北 啓北きっず 水曜／月2回
土曜／月1回

明和 和っ子クラブ 月・土曜／月1回
夏冬長期休み各1回

栄 栄っ子ふれあいひろば 月曜／月1回
土曜／月2回

川西 川西わくわくランド 未定

北栄 北栄げんきクラブ 土曜／月2回

開西 開西L
ラ

a L
ラ

aクラブ 月曜／月1回
土曜／月1〜2回

大空 おおぞらっ子クラブ 月・火曜／月1回
土曜／月1回

西 西ハルニレひろば 水曜／月1回
土曜／月1回

明星 明星☆星の子ランド 月曜／月1回
土曜／月1回

稲田 いなっ子ワールド 月曜／月1回
土曜／月1〜2回

森の里 どんぐりの森 月曜／月1回
土曜／月1回

柏 柏･どんぐり塾 月曜／月1回
土曜／月1回

広陽 さんさんパーク 水・土曜／月3回

花園 花園わいわいパーク 水曜／月1回
土曜／月1〜2回

豊成 きかんこくらぶ 月・水・土曜を中心に月4回

啓西 啓西ぽけっと 土曜／月3回

大正 大正小であそぼう 平日／年4回
土曜／月2回

愛国 愛国小であそぼう 平日／年4回
土曜／月2回

清川 清川小であそぼう 平日／年4回
土曜／月2回

広野 広野小であそぼう 平日／年4回
土曜／月2回

表　令和元年度 高齢者の肺炎球菌予防接種 対象年齢

年齢 生年月日
65歳 昭和29年4月2日生〜昭和30年4月1日生
70歳 昭和24年4月2日生〜昭和25年4月1日生
75歳 昭和19年4月2日生〜昭和20年4月1日生
80歳 昭和14年4月2日生〜昭和15年4月1日生
85歳 昭和  9年4月2日生〜昭和10年4月1日生
90歳 昭和  4年4月2日生〜昭和  5年4月1日生
95歳 大正13年4月2日生〜大正14年4月1日生

100歳 大正  8年4月2日生〜大正  9年4月1日生
101歳以上 大正  8年4月1日以前生まれ（今年度のみ対象）

表　子どもの居場所づくり事業実施状況

一緒に遊びながら、子どもたちを見守ります
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イ
ベ
ン
ト

第
39
回
八
千
代
牧
場
ま
つ
り

　

地
場
農
畜
産
物
を
味
わ
い
、
地
域
の

生
産
者
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

恒
例
の
牛
肉
の
網
焼
き
無
料
配
布
や

牧
草
ロ
ー
ル
転
が
し
体
験
、
ピ
ザ
作
り

教
室
な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
数
。
第
52
回
帯

広
家
畜
共
進
会
も
同
時
開
催
。

日
６
月
16
日
㈰
、
10
時
〜
14
時
30
分

場
八
千
代
公
共
育
成
牧
場
（
八
千
代
町

西
４
線
１
８
７
）

問
農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
59
・

２
３
２
３
）

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
５
月
25
日
㈯
か
ら
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ

く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６

２
０
０
）
へ
。

◆
植
物
に
ぎ
わ
い
調
べ

　

帯
広
の
森
の
全
植
物
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
目
指
し
、
森
の
中
で
見
つ
け
た
植

物
の
種
類
を
調
べ
て
記
録
す
る
。

日
６
月
８
日
㈯
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
15
人

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
〜
初
夏
〜

　
「
森
の
回
廊
＠
十
勝
」
と
共
に
歩
き
、

初
夏
の
花
な
ど
を
観
察
。
散
策
の
後
は

お
茶
会
を
開
催
。

日
６
月
16
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

◆
あ
そ
び
の
森
の
あ
し
あ
と
づ
く
り

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ぷ
れ
い
お
ん
・
と
か

ち
」
と
共
に
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
抜

き
や
道
作
り
、
生
き
物
調
べ
な
ど
、
楽

し
み
な
が
ら
森
と
触
れ
合
う
。

日
６
月
23
日
㈰
、
10
時
〜
15
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

◆
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

正
し
い
歩
き
方
な
ど
を
教
わ
り
、
は

ぐ
く
ー
む
周
辺
の
園
路
を
歩
く
。

日
６
月
29
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
30
人

◆
帯
広
の
森
ト
ラ
ベ
ル
ツ
ア
ー

　

帯
広
の
森
の
過
去
の
航
空
写
真
な
ど

を
見
て
、
帯
広
の
森
の
歴
史
を
学
び
な

が
ら
森
を
歩
く
。

日
６
月
30
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
15
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

◆
食
育
月
間
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
食
育
関
連
資
料
の
展
示

日
５
月
31
日
㈮
〜
６
月
27
日
㈭

・
食
☆
映
画
会

　

食
育
月
間
に
合
わ
せ
て
、
映
画
会
を

開
催
。「
続
・
深
夜
食
堂
」
を
上
映
。

日
６
月
23
日
㈰
、
14
時
〜
15
時
50
分

・
食
☆
お
は
な
し
会

　

食
に
関
す
る
絵
本
な
ど
の
お
は
な
し

会
を
開
催
。

日
６
月
26
日
㈬
、
11
時
〜
11
時
30
分

◆
「
金
曜
午
後
の
朗
読
会
〜
“
連
城
三

紀
彦
”
を
読
む
」

　
「
萌
え
の
会
」
朗
読
倶
楽
部
が
、

『
灯ひ

』『
足
音
』『
あ
の
時
』
の
３
作
品

を
朗
読
。
賛
助
出
演
と
し
て
金
谷
美
来

氏
（
石
黒
会
）
が
、
三
味
線
で
伴
奏
を

行
う
。

日
６
月
14
日
㈮
、
13
時
30
分
〜
15
時

20
分
（
開
場
13
時
）

定
先
着
80
人

◆
図
書
交
換
会

　

持
参
し
た
冊
数
だ
け
交
換
可
能
。

　

文
庫
本
は
文
庫
本
同
士
、
そ
の
他
の

本
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
交
換
で
き
る
。

対
文
庫
本
や
単
行
本
、
児
童
書
、
絵
本
、

コ
ミ
ッ
ク
、
美
術
書
で
保
存
状
態
が
良

好
な
も
の

対
象
外 

雑
誌
や
教
習
テ
キ
ス
ト
、
教
科

書
、
参
考
書
、
ゲ
ー
ム
攻
略
本
、
自
費

出
版
本
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
、
カ
バ
ー
の

無
い
本
、
汚
れ
や
破
れ
が
あ
る
本
な
ど

日
６
月
30
日
㈰
、
10
時
〜
15
時

サ
ラ
ダ
館
で

朝
市
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

農
家
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
畑
で
採
れ

た
新
鮮
な
農
作
物
を
持
ち
寄
り
、
直
接

販
売
す
る
朝
市
を
開
催
。

日
６
月
16
日
〜
10
月
27
日
ま
で
の
日

曜
日
、
７
時
〜
７
時
30
分
（
10
月
は
8

時
〜
８
時
30
分
）

場
問
帯
広
市
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

サ
ラ
ダ
館
（
西
22
南
６
、
☎
36
・
８
０

９
５
）

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載がない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お知らせ
６月

帯広市からの

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

花コミュニケーションとかち 2019

　出展者自慢のハンギングバスケットやコンテナなどの
花の寄せ植え作品の展示。
日６月８日（土）〜 16 日（日）、10 時〜 17 時（最終日は
14 時まで）
場南公園（西４南 13、とかちプラザ南側）
問みどりの課（市庁舎６階、☎ 65・4186）
◆あなたの作品を展示します
　ハンギングバスケット（壁掛け・吊り下げ）やコンテナ
などの花の寄せ植え作品の出展者を募集しています。
申５月31日㈮までに、申込書を郵送またはファクスで
花コミュニケーションとかち事務局「勝毎光風社」（〒
080・0801 東１条南
８丁目２、十勝毎日
新 聞 社 内、☎22・
7555、Ｆ22・1077）
へ。
申 込 書 は 総 合 案 内

（市庁舎１階）、各コ
ミセンなどで配布。

十勝の食が味わえます
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「年金振込通知書」が送付されます　毎年６月に１年分の年金支払額などをお知らせする「年金振込通知書」を送付しています。問ねんきんダイヤル
（☎0570・05・1165）、帯広年金事務所（西１南１、☎65・5001、音声案内１→２）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
第
３
７
３
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
箏こ
と

と
尺
八
に
よ
る
、
薫
風
の
調
べ
Ｖ

ｏ
ｌ
．
6
」

　

阿
部
雅う

楽た

扶ふ

美み

氏
の
箏
と
萩
原
朔さ
く

山ざ
ん

氏
の
尺
八
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
６
月
９
日
㈰
、
17
時
45
分
〜
19
時

◆
第
３
７
４
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
帯
広
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
16

回
演
奏
会
」

　

帯
広
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

る
演
奏
会
。

日
６
月
22
日
㈯
、
18
時
30
分
〜
19
時
30

分◆
第
３
７
５
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
マ
ン
ド
リ
ン
の
調
べ
」

　

十
勝
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

よ
る
演
奏
会
。

日
６
月
29
日
㈯
、
18
時
〜
19
時

◆
第
３
７
６
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ピ
ア
ノ
倶
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ブ

ラ
ー
ム
ス
は
お
好
き
？
〜
」

　

十
勝
管
内
の
指
導
者
を
中
心
と
し
た

ピ
ア
ノ
倶
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
。

日
６
月
30
日
㈰
、
18
時
〜
20
時

帯
広
市
図
書
館
市
民
講
演
会

　

幕
別
町
出
身
の
勝
山
稔
氏
（
東
北
大

学
大
学
院
教
授
）
を
講
師
に
、「
あ
な

た
の
知
ら
な
い
異
国
文
化
〜
見
慣
れ
た

物
事
の
歴
史
を
中
心
に
〜
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
。

　

当
日
、
図
書
館
の
駐
車
場
が
混
み
合

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
公
共
交
通

機
関
な
ど
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

日
６
月
15
日
㈯
、
14
時
〜
15
時

定
先
着
80
人

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
特
に
記
載
の
な
い
場
合
は
、児
童

会
館（
緑
ケ
丘
２
、☎
24
・
２
４
３
４
）

◆
星
の
観
察
会
「
お
と
め
座
を
み
よ
う

〜
春
の
大
三
角
形
を
探
そ
う
！
〜
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
６
月
７
日
㈮
、
18
時
45
分
〜
20
時
30

分◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
８
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
９
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

◆
野
草
園
「
絶
滅
危
惧
種
と
希
少
な
種

の
観
察
会
」

　

野
草
園
運
営
委
員
が
、
園
内
に
自
生

す
る
希
少
な
種
を
散
策
し
な
が
ら
案
内
。

野
草
園
管
理
棟
前
集
合
、
解
散
。
雨
天

の
場
合
は
翌
日
に
順
延
。

日
６
月
15
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

場
野
草
園
（
緑
ケ
丘
２
）

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
６
月
15
日
㈯
、
14
時
〜
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
モ
ー
タ
ー
工

作　

ブ
ル
ブ
ル
君
を
作
ろ
う
」

　

モ
ー
タ
ー
の
振
動
で
動
く
「
ブ
ル
ブ

ル
君
」
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
16
日
㈰
、
①
13
時
30
分
〜
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
〜
15
時
40
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
ど
こ
で
も
ス

ル
ス
ル
む
し
」

　

紙
コ
ッ
プ
と
モ
ー
ル
で
ス
ル
ス
ル
登

る
か
わ
い
い
虫
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
22
日
㈯
、
９
時
30
分
〜
11
時
30

分

教
科
書
展
示
会

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校
、

高
校
の
教
科
書
や
文
科
省
検
定
済
教
科

書
見
本
（
小
学
校
）
な
ど
を
展
示
。
会

場
に
よ
り
展
示
物
は
一
部
異
な
り
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
０
３
）

帯
広
の
森
を
巡
る
散
策
ツ
ア
ー

　

帯
広
の
森
の
全
エ
リ
ア
を
バ
ス
と
徒

歩
で
散
策
。
森
づ
く
り
活
動
団
体
に
よ

る
森
の
育
成
や
利
活
用
を
体
験
す
る
。

市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
６
月
29
日
㈯
、
９
時
〜
15
時

場
帯
広
の
森
一
帯

定
先
着
30
人
（
初
参
加
者
優
先
）

申
問
６
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・

４
１
８
６
）
へ
。

講
座
・
教
室

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
各

申
込
期
間
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込

時
の
記
載
事
項
」（
11
頁
）
を
書
い
て
、

百
年
記
念
館
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番

地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）
へ
。

◆
博
物
館
講
座
「
レ
コ
ー
ド
と
音
の
文

化
史
31
」

　

山
内
秋
夫
氏
（
帯
広
狂
言
づ
く
し
の

会
代
表
）
を
講
師
に
、「
日
本
の
四
季
」

と
題
し
、
音
楽
が
も
た
ら
す
喜
び
と
思

索
を
味
わ
う
。

日
６
月
８
日
㈯
、
14
時
〜
16
時

◆
親
子
陶
芸
教
室

対
十
勝
管
内
在
住
の
４
歳
〜
中
学
生
と

保
護
者

日
６
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰
、
７
月
６
日

㈯
、
い
ず
れ
か
１
日
、
10
時
〜
12
時

定
各
日
抽
選
20
組
40
人

￥
親
子
２
人
で
１
２
０
０
円
、
３
人
で

１
５
０
０
円

申
込
期
間
６
月
１
日
㈯
〜
14
日
㈮

◆
博
物
館
講
座
「
爬は
ち
ゅ
う虫
類
の
宝
庫
を
さ

ぐ
る
！
」

　

徳
田
龍
弘
氏
（
北
海
道
爬
虫
両
棲
類

研
究
会
副
会
長
）
を
講
師
に
、「
十
勝

が
丘
」
で
ト
カ
ゲ
を
探
し
な
が
ら
、
爬

虫
類
の
基
礎
知
識
や
調
査
方
法
を
学
ぶ
。

十
勝
が
丘
公
園
集
合
、
解
散
。

日
７
月
６
日
㈯
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
15
人

￥
１
０
０
円

申
込
期
間
６
月
11
日
㈫
〜
７
月
３
日
㈬

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
作
り

体
験
研
修

　

地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
❶
❸
各
先
着
10
人
、
❷
先
着
20
人

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話

で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八
千

代
町
西
４
線
、
☎
60
・
２
５
１
４
）
へ
。

❶
チ
ー
ズ
研
修
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
６
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰
、
②
６
月

29
日
㈯
〜
30
日
㈰
、
③
７
月
６
日
㈯
〜

７
日
㈰
、
い
ず
れ
も
初
日
は
10
時
〜
16

時
、
２
日
目
は
10
時
〜
10
時
30
分

￥
各
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
６
月
７
日
㈮
、
②
21
日
㈮
、

③
28
日
㈮

場　所 日　時

図書館
（西 2 南 14）

6 月 14 日（金）〜 30 日（日）
10 時〜 20 時

（休館日を除く、土・日曜日は
18 時まで、最終日は 17 時まで）

市民ホール
（市庁舎1階）

6 月 14 日（金）〜 7 月 3 日（水）
8 時 45 分〜 17 時 30 分

（土・日曜日を除く）

教科書
センター

（西 8 南 5、
帯広小学校内）

6 月 14 日（金）〜 7 月 3 日（水）
14時〜 17時（土・日曜日を除く）

教科書展示会スケジュール

森の茶会 〜春〜

男女共同参画週間
パネル展

　外国人向けに、日本の文化を紹介するお茶会。
対十勝管内在住の外国人、市内在住の中学生以上
日６月 29 日（土）、お茶会体験10 時〜 11 時 50 分、
お点前体験13 時〜 14 時 30 分
定外国人先着 50 人、日本人先着 10 人
￥日本人のみ、お茶会体験 300 円、お点前体験
500 円
場申問６月 11 日（火）〜 28 日

（金）までに、森の交流館・十勝
（西 20 南６、☎34・0122）へ。

　男女共同参画の目的や取り組みなどを紹介した
パネルや「女

ひと

と男
ひと

の一行詩」の入賞作品などを展示。
　今年度の「女と男の一行詩」の応募も受け付けま
す。詳細は問い合わせください。
日６月24日（月）〜 28日（金）、８時45分〜 19時（最
終日は 16 時まで）
場市民ホール（市庁舎１階）
問男女共同参画推進課

（市庁舎３階、☎65・4134）

　世界最高峰のピアノ・スタインウェイを大ホー
ルで弾ける。連弾、バイオリンなどのアンサンブ
ルも可能。
対十勝管内在住でピアノを習っている小学生〜
高校生
日７月７日（日）、27 日（土）、９月 23 日（祝）、い
ずれも 10 時〜 20 時
定各先着 10 組
￥各１組 500 円
場申問６月８日（土）〜各開催日の前日までに、
市民文化ホール（西５南 11、☎23・8111）へ。

大ホールでスタインウェイを
弾いてみよう！

茶道を通じて日本文化に触れられます

最高峰のピアノで友だちと連弾

一行詩の入賞者には図書カードを贈呈
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市庁舎総合防災訓練を実施します　大規模な地震などを想定した避難・消火訓練を行います。当日、市庁舎を訪れる市民の皆さんは、ご協力をお願
いします。　日６月７日（金）、９時〜 10 時　場市庁舎　問総務課（市庁舎５階、☎65・4100）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
約
２
５
０
グ
ラ

ム
）

日
６
月
23
日
㈰
、
10
時
〜
14
時

￥
１
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
14
日
㈮

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
７
月
14
日
㈰
、
10
時
〜
14
時

￥
２
２
０
０
円

申
込
期
限
７
月
５
日
㈮

男
女
共
同
参
画
講
座「
経
営
戦
略

と
し
て
の
働
き
方
改
革
」

　

福
澤
由
佳
氏
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
北
海
道
加
盟
）
を
講
師
に
、
企

業
の
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
の
手
法

を
学
ぶ
。
未
就
学
児
の
託
児
希
望
は
、

６
月
13
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
21
日
㈮
、
19
時
〜
20
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
50
人

申
問
６
月
20
日
㈭
ま
で
に
、
男
女
共
同

参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
３
４
）
へ
。

赤
十
字
資
格
講
習

対
15
歳
以
上

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
❶
❷
先
着
各
30
人
、
❸
先
着
20
人

申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、直
接
社
会

課（
市
庁
舎
２
階
、☎
65
・
４
１
４
６
）へ
。

❶
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

日
６
月
22
日
㈯
、
９
時
〜
13
時
30
分

￥
１
５
０
０
円

申
込
期
限
６
月
21
日
㈮

❷
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

日
①
６
月
22
日
㈯
、
14
時
〜
17
時
、
②

23
日
㈰
、
９
時
〜
17
時
、
③
29
日
㈯
、

９
時
〜
17
時
、
全
３
回

￥
１
７
０
０
円

申
込
期
限
６
月
21
日
㈮

❸
赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講

習
会

日
７
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰
、
全
２
回
、

９
時
〜
17
時

￥
１
８
０
０
円

申
込
期
限
７
月
５
日
㈮

動
物
園
の
講
座
・
教
室

場
申
問
各
申
込
期
間
に
、
郵
便
は
が

き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
11
頁
）

を
書
い
て
、
動
物
園
（
〒
080
・

0846
緑
ケ

丘
２
番
地
、
☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。

当
選
者
に
は
別
途
通
知
す
る
。

◆
小
学
生
の
１
日
飼
育
係

　

飼
育
員
引
率
の
も
と
、
３
人
１
組
の

グ
ル
ー
プ
で
飼
育
体
験
を
行
う
。

対
小
学
４
〜
６
年
生

日
６
月
22
日
㈯
、
10
時
〜
14
時
30
分

定
抽
選
12
人

申
込
期
間
５
月
23
日
㈭
〜
６
月
６
日
㈭

◆
１
日
飼
育
係

　

普
段
と
は
違
う
視
点
か
ら
動
物
園
を

見
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
動
物
園
の
動

物
や
野
生
動
物
と
の
向
き
合
い
方
、
動

物
園
の
役
割
な
ど
を
考
え
る
。

対
中
学
生
以
上

日
６
月
30
日
㈰
、
10
時
〜
15
時
15
分

定
抽
選
４
人

申
込
期
間
５
月
30
日
㈭
〜
６
月
13
日
㈭

◆
お
び
Ｚズ

ー
Ｏ
Ｏ
寺
子
屋
「
ア
カ
カ
ン
ガ

ル
ー
編
」

　

意
外
と
知
ら
な
い
動
物
の
秘
密
を
見

て
触
れ
て
学
ぶ
。
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
。

日
７
月
13
日
㈯
、
13
時
30
分
〜
14
時
30

分定
抽
選
15
人

申
込
期
間
６
月
13
日
㈭
〜
27
日
㈭

初
め
て
の
押
し
花
教
室

　

３
回
の
講
習
で
押
し
花
を
学
ぶ
。

日
６
月
27
日
㈭
、
７
月
25
日
㈭
、
８
月

29
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
〜
12
時

定
抽
選
10
人

￥
６
４
８
０
円

場
申
問
６
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
11
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
市
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472
西
22
条
南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０

９
５
）
へ
。

市
民
文
藝 

春
の
教
室

「
作
品
づ
く
り
の
極
意
」

　

鈴
木
扶
た
す
く
氏
、
髙
松
暮ぼ
し
ゅ
う秋
氏
、
東ひ
が
し
だ
て館
千ち

鶴づ

子こ

氏
（
い
ず
れ
も
市
民
文
藝
編
集
委

員
経
験
者
）
を
講
師
に
、
作
品
づ
く
り

の
こ
つ
を
学
ぶ
。

日
６
月
22
日
㈯
、
14
時
〜
15
時
30
分

定
先
着
45
人

場
申
問
６
月
18
日
㈫
ま
で
に
、
図
書

館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
堆
肥
の
す
す
め

　

家
庭
で
生
ご
み
を
簡
単
に
堆
肥
に
す

る
ダ
ン
ボ
ー
ル
堆
肥
キ
ッ
ト
を
作
る
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
堆
肥
の
作
り
方
、
使
い
方

な
ど
の
疑
問
に
も
答
え
る
。

日
６
月
29
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
10
組

￥
１
０
０
０
円

場
申
問
６
月
22
日
㈯
ま
で
に
、
電
話

で
と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン
タ
ー
（
川

西
町
基
線
61
、
☎
53
・
４
７
８
０
）
へ
。

健
康
・
福
祉

障
が
い
者
乗
馬
体
験

　

馬
と
の
触
れ
合
い
や
乗
馬
を
通
じ
、

健
康
の
増
進
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
。
参
加
の
際
に
は
、
引
率
者
の
同
伴

が
必
要
。
体
重
な
ど
の
制
限
が
あ
る
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
自
立
、
座
位
が
可
能
な
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
、
発
達
障
害
の

あ
る
小
学
生
以
上
の
人

日
①
６
月
27
日
㈭
、
②
７
月
25
日
㈭
、

い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜
12
時

定
各
５
人
程
度
（
参
加
回
数
の
少
な
い

人
優
先
）

場
申
問
①
６
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
、

②
７
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
用
紙
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
線
11
、

☎
49
・
５
７
７
６
、
Ｆ
49
・
５
２
８
９
、

syogai@
obihiro.ac.jp

）
へ
。
申
込

用
紙
は
畜
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
課
障
害
福
祉
課

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

　

革
製
の
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
作
る
。
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
必
要
な
人
は
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

日
６
月
19
日
㈬
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
15
人

￥
５
０
０
円

場
申
問
６
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０

１
、
Ｆ
25
・
９
７
０
３
）
へ
。

お
口
の
健
康
フ
ェ
ア

〜
む
し
歯
予
防
デ
ー
〜

　

６
月
４
日
〜
10
日
の
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
。
歯

の
健
康
相
談
や
口
臭
測
定
な
ど
を
行
う
。

日
６
月
８
日
㈯
、
13
時
〜
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
十
勝
歯
科
医
師
会
（
☎
25
・
２
１

７
２
）、
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員

第７集
【消費者講座連携】

正しい知識で安全に使おう
〜ご存知ですか？スプレー缶・
カセットボンベの使い方〜

エアゾール協会、エアゾール容器協議
会、日本ガス石油機器工業会

６月 14 日（金）
10 時〜 11 時 30 分

先着
150 人

身近にあるスプレー缶やカセットボン
ベの正しい使用方法や注意点を学ぶ。

特別講座
【わかば会合同学習会連携】
頼れる陸上自衛隊の

とりくみ

廣瀬 公洋 氏
（第５旅団 第４普通科連隊 副連隊長）

６月 20 日（木）
10 時〜 11 時 30 分

先着
50 人自身の自衛隊の経験を元に、防衛・防災、

女性の活躍推進について伝える。
場市民文化ホール（西５南 11）

第８集
色彩から見える、
わたしのこと
〜こころを育てる
色の世界〜

岸 泉 氏（色彩心理学療法士）
６月 27 日（木）

＜前半＞
13 時 30 分〜 14 時 30 分

＜後半＞
15 時〜 16 時 30 分

先着
20 人

前半は色彩心理学とはどのようなもの
かを学び、後半では実践として、絵の具
を用いた色彩心理学療法を体験する。
色彩を通して自分を見つめ直し、心の世
界を広げる。

市民大学講座
場特に記載がない場合は、とかちプラザ（西４南 13）
申問各開催日の前日までに、生涯学習課（市庁舎８階、☎65・4192）へ。
未就学児（２歳以上）の託児希望は、各開催日の一週間前までに申し込み。

　帯広図書館友の会会員を講師に、布製絵本
の作り方を学ぶ。作った絵本は持ち帰りできる。
日６月 19 日（水）、10 時〜 12 時 30 分
定先着 15 人
￥300 円
場申問６月４日（火）〜 18 日（火）までに、図
書館（西２南 14、☎2 2 ・4 7 0 0 ）へ 。

布の絵本づくり
講習会

世界に一つだけの絵本を作りませんか？
どんな生活をしているのかな？
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令
和
元
年
度
児
童
手
当
現
況
届

　

児
童
手
当
の
受
給
者
に
は
、
児
童
手

当
法
で
現
況
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
６
月
１
日
現
在
の
養
育

状
況
の
申
告
に
よ
り
、
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
た
め
の
要
件
を
確
認
し
ま
す
。

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
は
、
現
況

届
が
提
出
さ
れ
、
受
給
資
格
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
提
出
が

必
要
な
人
に
は
、
６
月
中
旬
に
現
況
届

を
郵
送
す
る
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
は
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
る
た
め
、
市
か

ら
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
６
月
28
日
㈮

提
出
先
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
こ
ど
も

課
、
ま
た
は
川
西
支
所
、
大
正
支
所
へ
。

問
こ
ど
も
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７

丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
０
）

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
６
月
27
日
㈭
、
13
時
30
分
〜
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
１
０
０
円

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方
な
ど
を
学

び
、
地
域
で
見
守
る
応
援
者
を
養
成
。

日
６
月
27
日
㈭
、
18
時
30
分
〜
20
時

場
市
庁
舎

定
先
着
30
人

申
６
月
３
日
㈪
〜
25
日
㈫
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２

２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
〜
13
時
15
分
。

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
30
年
12
月
生
ま
れ

日
６
月
11
日
㈫
、
18
日
㈫
、
26
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
29
年
11
月
生
ま
れ

日
６
月
４
日
㈫
、
12
日
㈬
、
27
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
28
年
５
月
生
ま
れ

日
６
月
６
日
㈭
、
13
日
㈭
、
25
日
㈫

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
相
談
会

　

妊
娠
中
の
人
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児

中
の
母
親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る

講
話
の
ほ
か
、
育
児
相
談
に
も
応
じ
る
。

申
①
の
み
直
接
ま
た
は
電
話
で
各
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

夫
婦
で
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
10
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
６
月
９
日
㈰
、
13
時
〜
15
時
30
分

申
６
月
５
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で
子
育

て
支
援
課
へ
。

歯
科
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

　

歯
科
健
診
を
、
年
１
回
無
料
で
受
診

で
き
る
。
健
診
内
容
は
問
診
、
歯
列
や

顎が
く

関
節
の
状
態
確
認
、
口
腔
粘
膜
、
歯

周
病
、
唾
液
検
査
な
ど
。
受
診
時
は
必

ず
健
康
保
険
証
を
持
参
。

対
20
歳
以
上
の
帯
広
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
、
市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者

日
６
月
１
日
㈯
〜
翌
年
３
月
31
日
㈫

場
申
電
話
で
市
内
の
十
勝
歯
科
医
師

会
会
員
の
歯
科
医
院（
約
１
０
０
カ
所
）

へ
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
限
ま
で
に
、
健
康
推
進
課

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
健
康
相
談

　

保
健
師
、
栄
養
士
な
ど
が
、
健
診
の

結
果
や
健
康
づ
く
り
な
ど
健
康
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
る
。

日
①
６
月
５
日
㈬
、
②
25
日
㈫
、
い
ず

れ
も
８
時
45
分
〜
17
時
30
分
、
１
人
60

分
程
度

申
込
期
限
①
６
月
４
日
㈫
、
②
24
日
㈪

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

・「
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
編
」

　

市
内
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
水
中
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
法
を
学
ぶ
。

日
６
月
13
日
㈭
、
19
時
〜
19
時
40
分

場
豊
成
小
学
校
（
清
流
西
１
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
６
月
12
日
㈬

・「
健
康
度
ア
ッ
プ
教
室
編
」

　

血
管
年
齢
測
定
や
、
講
話
、
室
内
運

動
を
行
う
。

日
６
月
20
日
㈭
、
10
時
〜
11
時
45
分

場
広
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西
19
南
３
）

定
先
着
30
人

申
込
期
限
６
月
19
日
㈬

開催日 講座名/場所・申し込み先 対象/定員

６月６日
（木）

ママと赤ちゃんの食事講座

対①妊娠中の
人、②１歳ま
での赤ちゃん
と保護者
定①のみ先着
５人

地域子育て支援センターいなだ
（西 15 南 40、☎48・2206）

６月14日
（金）

ママと赤ちゃんの食事講座

地域子育て支援センターすずらん
（柏林台西町５、☎36・2388）

６月18日
（火）

ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

地域子育て支援センターもりのこ
（大空町１、☎49・2005）

時間はいずれも 10 時〜 11 時 10 分

5月20日から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の対象、日時、定員、費用、申し込み期限など
の詳細は各施設に問い合わせるか、帯広市文化スポーツ
振興財団のホームページ、または総合案内（市庁舎1階）、
各スポーツ施設、各コミセンに配置している生涯学習情
報誌「まなびや」で確認してください。

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
❶ホームページから…希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信
　　　　　　　　　　HP http://obihiro-foundation.jp/ 
❷直接申し込み………返信用はがきを各施設に持参
❸往復はがき…………「申込時の記載事項」（11頁）を記入

▲詳細はこちら

開催施設 開催月 講座・教室名 対象者

総合体育館 7月〜10月 やさしい太極拳 16歳以上の人

帯広の森
体育館

7月〜8月 夏休みキッズスポーツ
（3日間集中コース）

幼稚園・保育所の
年中・年長に当たる幼児

7月〜9月 こども運動教室〜年中から小2〜
（2回目）

幼稚園・保育所の年中に
当たる幼児〜小学2年生

8月 音楽＆リズムであそぼう 1、2歳児と
その保護者

帯広の森
市民プール

7月〜8月 Jr.サマースイミング（集中Aコース） 小学１〜3年生

7月〜8月 幼児サマースイミング（集中Aコース） 幼稚園・保育所の
年中・年長に当たる幼児

7月〜10月 初めてスイミング 16歳以上の人

8月 Jr.サマースイミング（集中Bコース） 小学１〜3年生

8月 幼児サマースイミング（集中Bコース） 幼稚園・保育所の
年中・年長に当たる幼児

8月〜9月 ストレッチポールで姿勢改善教室
（1回目） 16歳以上の人

8月〜10月 チャレンジ☆スイミング（1回目） 16歳以上の人

明治北海道
十勝オーバル

7月〜8月 B
ブ ラ ッ ク

lack B
バ ー ン ア ウ ト

urnout a
アドバンス

dv.（1回目） 16歳以上の女性

7月〜8月 B
ブ ラ ッ ク

lack J
ジ ャ ン プ

ump（2回目） 16歳以上の女性

7月〜8月 B
ブ ラ ッ ク

lack B
バ ー ン ア ウ ト

urnout（4回目） 16歳以上の女性

8月 朝ヨガ（2回目） 16歳以上の人

8月〜10月 ヨガ（2回目） 16歳以上の人

帯広の森
野球場

7月 親子テニス教室
場自由が丘庭球場（自由が丘4）

小学生と
その保護者

7月 低学年硬式テニス体験教室
場南町テニスコート（南町南9線） 小学１〜3年生

7月 高学年硬式テニス体験教室
場自由が丘庭球場（自由が丘4） 小学4〜6年生

スポーツ教室についてのお知らせ

問総合体育館（〒 080・0030 大通北１丁目１、☎22・7828）
　 帯広の森体育館（〒 080・0856 南町南７線 56 番地７、☎48・8912）
　 帯広の森市民プール（〒 080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎47・3630）
　 明治北海道十勝オーバル（〒 080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎49・4000）
　 帯広の森野球場（〒 080・0856 南町南 7 線 56 番地７、☎48・8338）

日常生活圏域 事業所 電　話

東 コムニの里おびひろ 小規模多機能型居宅介護事業所 20・4567

鉄南 歩くデイゆるり 29・8060

川北 デイサービスセンター 帯広りはびり 29・5515

西 通所介護事業所 ふるさと 41・8341

広陽・若葉 介護員養成研修センター ふるさと 35・8930

西帯広・開西 調整中（５月下旬決定予定） ―

南 ジョイリハ西５条 49・3060

川西・大正 デイサービスセンター 太陽園 64・5565

げんき活動コース実施事業所

一般介護予防事業げんき活動コース
　地域で生き生きと活動を続けるためのきっかけづくりをする教室の参加者

を募集。コミセンや福祉センターを会場に、無理のない運動や、栄養・お口

の健康などを学ぶ。いずれかの会場で一人 12 回まで参加可能。
対市内在住の 65 歳以上
申随時受け付け。場所や内容、日程は事業所で異な

ります。詳細は実施事業所に問い合わせください。
問高齢者福祉課（市庁舎２階、☎65・4145）
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◆
ラ
ン
チ
＆
運
動
つ
き
健
診
教
室

　

病
気
の
早
期
発
見
と
メ
タ
ボ
に
な
ら

な
い
た
め
の
栄
養
学
習
と
試
食
、
手
軽

な
運
動
を
セ
ッ
ト
で
体
験
で
き
る
教
室
。

対
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
申
込
者

日
①
７
月
10
日
㈬
、
②
20
日
㈯
、
い
ず

れ
も
11
時
〜
12
時
40
分

場
①
帯
広
の
森
コ
ミ
セ
ン
（
空
港
南
町

南
11
）、
②
森
の
里
コ
ミ
セ
ン
（
西
22

南
４
）

定
各
先
着
20
人

申
各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
電
話

で
北
海
道
対
が
ん
協
会
帯
広
出
張
所

（
☎
27
・
２
３
４
５
）
へ
。

◆
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」“
20
歳

か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
ご
飯
教
室
”

　
「
豆
腐
の
肉
巻
き
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
」

「
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
の
味み

噌そ

バ
タ
ー

サ
ラ
ダ
」「
ひ
ん
や
り
簡
単
甘
酒
ゼ

リ
ー
」
な
ど
、
体
に
優
し
い
減
塩
・
栄

養
バ
ラ
ン
ス
食
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
20
〜
40
歳
代

日
７
月
27
日
㈯
、
10
時
〜
13
時
30
分

定
先
着
20
人

申
込
期
間
６
月
20
日
㈭
〜
７
月
19
日
㈮

募　
集

国
保
脳
ド
ッ
ク
の
追
加
募
集

　

４
月
に
募
集
を
行
っ
た
国
保
脳
ド
ッ

ク
の
追
加
募
集
を
行
う
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

（
脳
断
層
撮
影
）、
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
（
脳
血

管
撮
影
）、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
身

体
計
測
な
ど
を
自
己
負
担
５
０
０
０
円

で
受
診
で
き
る
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
過
去
の
ド
ッ

ク
受
診
年
度
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
抽

選
で
決
定
し
、
６
月
末
ま
で
に
結
果
を

通
知
。

対
①
〜
④
を
全
て
満
た
す
人

①
４
月
１
日
現
在
、
帯
広
市
国
保
加
入

者
で
、
昭
和
54
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
40
歳
以
上
の
人

②
昭
和
19
年
11
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
75
歳
に
な
る
前
に
受
診
で
き

る
人

③
平
成
30
年
度
以
前
の
国
民
健
康
保
険

料
に
未
納
が
な
い
世
帯
の
人
（
５
月
31

日
ま
で
に
納
付
し
て
い
る
人
）

④
平
成
30
年
度
国
保
脳
ド
ッ
ク
を
受
診

し
て
い
な
い
人

受
診
期
間
７
月
１
日
㈪
〜
翌
年
３
月
31

日
㈫

定
抽
選
39
人

申
込
期
間
６
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮

◆
郵
送
・
持
参
で
の
申
し
込
み

　

専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
国
保
課
へ
郵
送
、
ま
た
は
国
保
課
、

川
西
支
所
、
大
正
支
所
に
持
参
。
郵
送

は
６
月
７
日
㈮
消
印
有
効
。

申
込
書
の
配
布
場
所

　

国
保
課
、
川
西
支
所
、
大
正
支
所
、

各
コ
ミ
セ
ン
、
大
空
会
館
に
設
置
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
能
。

送
付
先

〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、

帯
広
市
役
所
国
保
課
ド
ッ
ク
受
付
係

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
可
能
。

６
月
７
日
㈮
、
24
時

受
信
分
ま
で
有
効
。

「
市
民
文
藝
」
第
59
号
作
品
募
集

　

小
説
、
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
、
文
芸
評

論
、
随
筆
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
童

話
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
募
集
。

入
選
作
は
「
市
民
文
藝
」
に
掲
載
し
、

優
秀
作
品
を
表
彰
。
詳
細
は
、
図
書
館

で
配
布
の
募
集
要
項
ま
た
は
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
８
月
31
日
㈯
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
図
書
館
（
〒
080
・

0012
西
２

条
南
14
丁
目
３
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

帯
広
を
緑
と
花
で
美
し
く
す
る

運
動
実
行
委
員
会
の
会
員
を
募
集

　

帯
広
を
緑
と
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る

た
め
に
、
道
路
沿
い
の
植
樹
桝
や
公
共

施
設
へ
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
む
会
員
を
随
時
募
集
。

￥
年
３
０
０
円

申
問
直
接
ま
た
は
電
話
で
み
ど
り
の

課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
６
）

へ
。帯

広
市
公
営
住
宅
審
議
会
委
員

の
募
集

　

帯
広
市
の
市
営
住
宅
に
関
す
る
事
項

を
審
議
す
る
委
員
を
募
集
。

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
20
歳
以
上
で
、
年
３
回
程
度
の

日
中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
市
営

住
宅
入
居
者
、
市
が
設
置
す
る
別
の
委

員
会
な
ど
の
委
員
は
除
く
。

任
期
７
月
か
ら
２
年
間

報
酬
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

定
選
考
１
人

申
問
応
募
動
機
と
市
営
住
宅
に
関
す

る
意
見
な
ど
を
書
い
た
８
０
０
字
以
内

の
レ
ポ
ー
ト
と
履
歴
書
を
、６
月
14
日

㈮
ま
で
に
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
住
宅

課（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、

市
庁
舎
３
階
、☎
65
・
４
１
９
０
）へ
。

帯
広
市
社
会
教
育
委
員
の
募
集

　

社
会
教
育
行
政
に
つ
い
て
広
く
意
見

を
述
べ
る
委
員
を
募
集
。

対
生
涯
学
習
活
動
の
実
践
経
験
が
あ
る

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
、
ま

た
は
市
内
で
活
動
す
る
20
歳
以
上
で
、

年
４
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。

市
が
設
置
す
る
委
員
会
な
ど
の
委
員
は

除
く
。

任
期
８
月
か
ら
２
年
間

報
酬
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

定
選
考
２
人

申
問
生
涯
学
習
活
動
の
経
験
や
抱
負

な
ど
を
書
い
た
８
０
０
字
程
度
の
レ

ポ
ー
ト
と
履
歴
書
を
、
６
月
28
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
生
涯
学
習
課
（
〒
080
・

8670
西
５

条
南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
１
９
２
）
へ
。

案　
内

令
和
元
年
第
３
回

帯
広
市
議
会
定
例
会

　

開
催
中
は
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
で
、
幼
児
の
一
時
預
か

り
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
携
帯
型
補

聴
器
誘
導
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
中

継
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
市
庁
舎
議
会
棟
４
階

問
議
会
事
務
局
総
務
課
（
市
庁
舎
議
会

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
２
１
）

経
済
セ
ン
サ
ス
・
基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動

状
態
な
ど
の
基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
経
済
セ
ン
サ

ス
・
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
６
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
調
査
員
が
対
象
事

業
所
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査

票
は
郵
送
に
よ
る
回
答
の
ほ
か
、パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
も
行
え
ま
す
。
調
査

へ
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
市
内
の
「
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

（
２
０
１
６
年
）」
以
降
に
新
設
さ
れ
た

事
業
所

問
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
１
）

　市内の各家庭から庭木の剪定などで出る枝（太さ 10 センチ未
満）を、無料で受け入れます。持ち込まれた枝は、大型破砕機
でチップ化した後、家畜の敷料や堆肥として有効活用します。
対市内在住で、乗用車や軽トラックで枝を持ち込むことができる人

（軽トラック以外のトラックや事業者による持ち込みは不可）
日７月６日（土）、10 時〜 15 時（雨天決行）

問みどりの課（市庁舎 6 階、☎65・4186）

アルバータ通を西方向に進んで
ください。
入り口に看板を設置します。
※ 安全のため、開場時間前に道

路上に並ぶことは禁止します。
※ 午前中は大変混み合うため、

午後の来場をおすすめします。

●森の里小

受
け
入
れ

場
所

南５線

南４線

西22南5

春駒通

●南商業
　高校
●南商業
　高校中

島
通（アル

バ
ータ通

）

中
島
通（アル

バ
ータ通

）

市民農園
サラダ館●

家庭の剪
せ ん

定
て い

枝無料受け入れ
この機会に庭木の剪定をしましょう

国際姉妹・友好都市高校生

ホームステイ
受け入れ家庭を募集

＜受け入れ場所＞
帯広の森（西22南５）

６月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、６月12日（水）、26日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、
６月５日（水）、19 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311）

　相互派遣事業で来帯する、米国・スワード市と中国・
朝
ちょうよう

陽市の高校生のホームステイ受け入れ家庭を募集。ホー
ムステイ前に説明会を開催。
対市内在住で、受け入れ中に高校生の食事などの提供や
送迎が可能な家庭
期間８月８日（木）〜 18 日（日）のうち、１家庭当たり２〜
４泊程度
定12 家族程度（応募多数
の場合は抽選）
￥２〜４泊程度（１人）に
掛る食事など実費
申問６月３日（月）〜 28
日（金）までに、親善交流
課（市庁舎３階、☎65・
4133）へ。

6月10日㈪ 13時 本会議
（初日）

6月14日㈮ 10時 本会議
（一般質問予備日）

6月17日㈪
〜20日㈭ 各10時 本会議

（一般質問）

6月21日㈮ 10時 議案審査
特別委員会

6月25日㈫ 13時 本会議
（最終日）

焼肉で親睦を深める家庭も
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税務職員採用試験　受験資格令和２年３月に高校卒業見込み、または高校卒業後３年を経過していない者　日９月１日（日）　申６月 17 日（月）〜
26 日（水）までに、ホームページ（http://jinji-shiken.go.jp/juken.html）から申し込みください。　問帯広税務署（☎24・2161）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

「
帯
広
叢そ
う

書
」第
71
巻（
吉
田
巖い
わ
お資

料
集

－

37
）を
発
刊
し
ま
し
た

　

内
容
は
、
昭
和
17
年
１
月
〜
12
月

ま
で
の
日
常
を
つ
づ
っ
た
「
日
記
３

－

28
」
や
、
明
治
45
年
１
月
〜
大
正
元
年

11
月
に
発
信
し
た
書
簡
・
は
が
き
の
記

録
を
一
覧
に
し
た
「
通
信
簿
３

－

４
」

な
ど
で
、
当
時
の
ア
イ
ヌ
文
化
や
、
彼

ら
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
な
ど
を
知

る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
１
冊
３
５
０
０
円
（
税
込
、

送
料
別
）、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
販
売

し
て
い
ま
す
。
在
庫
の
有
無
や
価
格
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

百
年
記
念
館
、
児
童
会
館
、
図

書
館
の
臨
時
開
館
日
程

　

次
の
日
程
で
臨
時
開
館
し
ま
す
。

◆
百
年
記
念
館

日
６
月
３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
９
時
〜

17
時
。
常
設
展
示
室
の
み
開
館

問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

５
３
５
２
）

◆
児
童
会
館

日
６
月
10
日
㈪
、
９
時
〜
17
時
。

問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２

４
３
４
）

◆
図
書
館

日
６
月
10
日
㈪
、
10
時
〜
20
時
。
翌

日
の
11
日
㈫
は
休
館

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を

ご
存
じ
で
す
か

　

毎
月
の
定
額
保
険
料
（
１
万
６
４
１

０
円
）
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

将
来
、
少
し
で
も
多
く
年
金
を
受
け

取
り
た
い
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、
任
意

加
入
被
保
険
者
（
国
民
年
金
基
金
加
入

者
や
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
を
受

け
て
い
る
人
は
除
く
）

問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎

65
・
４
１
４
３
）、
帯
広
年
金
事
務
所

（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３
、
音

声
案
内
２
番
→
２
番
）

ビ
ジ
ネ
ス

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　

は
か
り
、
分
銅
や
重
り
を
取
引
や
証

明
に
使
用
し
て
い
る
人
は
、
法
律
に
基

づ
き
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
事
業
所
や
店
舗
を
始
め
て
、

は
か
り
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

検
査
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
検
査
対
象
区
域
は
、
西
５

条
以
西
（
愛
国
町
、
川
西
町
、
大
正
町

そ
の
他
郊
外
区
域
を
除
く
）
で
す
。

期
間
６
月
10
日
㈪
〜
12
月
23
日
㈪

￥
手
数
料
は
、
検
査
時
に
現
金
で
納
入
。

は
か
り
な
ど
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
２
）

ふるさと

見聞録

　

皆
さ
ん
「
ト
カ
ゲ
」
を
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

よ
く
似
た
カ
ナ
ヘ
ビ
（
ニ
ホ

ン
カ
ナ
ヘ
ビ
）
は
茶
色
で
ざ

ら
っ
と
し
た
質
感
な
の
に
対
し
、

ト
カ
ゲ
は
つ
や
つ
や
し
て
い
ま

す
。
幼
体
の
色
は
焦
げ
茶
色
に

薄
茶
色
の
し
ま
が
あ
り
、
尾
が

鮮
や
か
で
青
く
よ
く
目
立
ち
ま

す
。
成
体
に
な
る
に
つ
れ
、
そ

れ
ら
の
色
は
薄
く
な
り
、
雄
は

繁
殖
期
を
迎
え
る
と
オ
レ
ン
ジ

色
を
帯
び
印
象
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
は
、

２
０
１
２
年
に
遺
伝
子
の
研
究

か
ら
、
琵
琶
湖
以
東
の
も
の
が

別
種
で
あ
る
と
し
て
、
ニ
ホ
ン

ト
カ
ゲ
か
ら
区
別
し
た
新
種
で

す
。

　

全
長
は
20
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な

り
、
地
表
の
昆
虫
類
、
ク
モ
、

ワ
ラ
ジ
ム
シ
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
を

食
べ
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
住
宅

地
で
も
繁
殖
し
ま
す
。

　

東
日
本
に
広
く
分
布
し
、
私

が
生
ま
れ
育
っ
た
渡
島
檜
山
地

方
で
は
、
よ
く
遊
び
相
手
に
し

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
十
勝

で
は
鹿
追
町
菅か

ん

野の

温
泉
で
し
か

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
大

変
希
少
な
爬は

ち
ゅ
う虫
類
で
す
。

　

ヒ
ガ
シ
ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
の
分

布
は
本
当
に
限
ら
れ
て
い
る
の

か
。
そ
の
原
因
は
何
な
の
か
。

こ
れ
か
ら
十
勝
中
を
調
べ
て
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真・文／
百年記念館　池田　亨

ゆき
嘉
よし

ヒガシニホントカゲ

　昨年、帯広警察署では、13歳未満の子どもに対する「声掛け」や
「つきまとい」などの前兆事案を41件も受理しています。

　不審者から子どもの身を守るため、家庭でも不審者に会ったとき
の合言葉「いかのおすし」を教え、実践できるようにしましょう。

不審者から子どもを守る！

安心安全 メ モ！

不審者に会ったときの合言葉「いかのおすし」

知らない人について　「いか」ない

知らない人の車に　　「 の 」らない

危なかったら　　　　「 お 」お声を出す

人のいる方へ　　　　「 す 」ぐ逃げる

近くの大人などに　　「 し 」らせる

安心安全推進課（市庁舎３階、☎ 65・4131）問い合わせ

助けてー！

　平成 30 年度に実施したパブリックコメント（市民意見提案制度）は４件でした。（表）
　市民の皆さんから寄せられた意見の一部は、計画を修正したり、今後の事業推進の参考
にするなど、市政に反映されています。
　寄せられたすべての意見の概要とそれに対する市の考えは、各コミセンなどで公開した
ほか、市ホームページに掲載しています。

平成30年度に実施したパブリックコメントの結果をお知らせします

案　件　名 担当課
意見数 意見提出方法 意見の取り扱い※

件数 提出
人数

電子
メール 郵送 ファクス 持参 修正 既記載 参考 その他

1 帯広市環境モデル都市行動計画
（素案）

環境都市
推進課 7 件 3 人 3 人 0 人 0 人 0 人 0 件 1 件 0 件 6 件

2 帯広市災害廃棄物処理計画
（原案） 清掃事業課 2 件 1 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 件 2 件 0 件 0 件

3 帯広市バイオマス活用推進計画
（改訂原案） 産業連携室 0 件 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 件 0 件 0 件 0 件

4 帯広市小中一貫教育推進基本方針
（原案） 企画総務課 7 件 5 人 5 人 0 人 0 人 0 人 1 件 3 件 3 件 0 件

※意見の取り扱いの説明　　修正…案を修正するもの　既記載…既に案に盛り込んでいるもの
　　　　　　　　　　　　　参考…今後の参考とするもの　その他…意見として伺ったもの

表　平成30年度パブリックコメント実施結果一覧
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「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
、

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
当
日
会
場

へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
５
月
29
日
㈬
、
13
時
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局

（
☎
24
・
５
８
５
３
）

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。
託
児
希
望

者
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
回
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
養
育

費
・
面
会
交
流
の
解
決
に
向
け
て
」

日
６
月
５
日
㈬
、
13
時
30
分
～
16
時

定
先
着
20
人

申
込
期
限
６
月
４
日
㈫

◆
無
料
法
律
相
談
会

日
６
月
14
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分

定
先
着
４
人

申
込
期
限
６
月
７
日
㈮

十
勝
の
活
性
化
を
考
え
る
会

　

高
田
勝か

つ
あ
き顕
氏
（
元
日
本
政
策
金
融
公

庫
）
を
ゲ
ス
ト
に
、「
十
勝
の
開
拓
と

鉄
道
の
歴
史
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日
６
月
９
日
㈰
、
15
時
～
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
1
5
0
人

問
十
勝
の
活
性
化
を
考
え
る
会
・
会
長

寺
町（
☎
０
８
０
・
１
８
８
７
・
５
５
４

３
）第

50
回
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　

福
井
豊
氏（
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
が
、「
此
の

国
は
あ
か
ん
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
す
。

日
６
月
16
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井
（
☎
42
・

５
１
９
５
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

相
続
、
登
記
、
成
年
後
見
、
多
重
債

務
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
６
月
18
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
６
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
釧

路
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（　

０
８
０
０
・
８
０
０
・
３

９
４
６
）
へ
。

第
75
回
帯
広
畜
産
大
学
寮
祭
企
画

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
回
収
し
た
衣
類
、

雑
貨
・
食
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

用
意
し
ま
す
。（
収
益
は
お
び
ひ
ろ
動

物
園
ゆ
め
基
金
に
寄
付
）

日
６
月
22
日
㈯
、
12
時
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
緑
ケ
丘
２
）

問
帯
広
畜
産
大
学
寮
祭
実
行
委
員
会

（
☎
49
・
５
７
５
０
、

chikudai.ryou
sai@

gm
ail.com

）

劇
団
演
研
第
77
回
公
演

「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」

　

不
条
理
演
劇
の
第
一
人
者
別べ

つ
や
く役
実
氏
、

初
期
の
傑
作
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
▽
６
月
22
日
㈯
、
20
時
～
▽
23
日
㈰
、

①
14
時
～
、
②
17
時
～
▽
29
日
㈯
、
①

17
時
～
、②
20
時
～
▽
30
日
㈰
、14
時
～

場
演
研
・
茶
館
工
房
（
大
通
南
６
）

定
各
40
人

￥
１
８
０
０
円
（
前
売
り
券
１
５
０
０

円
）、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

問
劇
団
演
研
（
☎
０
８
０
・
３
２
６
６

・
０
２
７
９
）

第
７
回
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス
カ
フ
ェ

　

帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館
で
、

不
要
と
な
っ
た
図
書
・
雑
誌
を
無
償
提

供
し
ま
す
。（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

日
６
月
29
日
㈯
、
13
時
～
15
時

場
プ
ロ
ス
パ
６
（
音
更
町
大
通
６
）

問
帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館

（
☎
42
・
４
４
２
４
、
内
線
53
）

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
帯
広
説
明
会

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
正
確
な
情

報
を
知
り
た
い
人
や
、
Ｂ
型
肝
炎
給
付

金
の
請
求
を
考
え
て
い
る
人
、
そ
の
家

族
な
ど
を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
６
月
29
日
㈯
、13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護

団
・
倉
本
（
☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・

１
５
７
０
）

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」
で
す
！

　

外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」
適

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら

れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

②
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、
必

ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
な
ど
の
加
入

を
は
じ
め
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広（
☎
23
・
８
２
９

６
）、
ま
た
は
帯
広
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
22
・
８
１
０
０
）

不
法
無
線
局
か
ら
暮
ら
し
を

守
ろ
う
！

　

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り

か
、
警
察
、
消
防
、
救
急
、
防
災
、
交

通
な
ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線

通
信
を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
し
ま
す
。
総
務
省
北
海
道
総
合
通

信
局
で
は
、
電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視

し
、
適
正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
事
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
総
合
通
信
局
（
☎
０
１
１
・

７
３
７
・
０
０
９
９
）

国
税
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
か

ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
内
の
特

設
サ
イ
ト
「
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」

で
」
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
０
３
０
・
４
５
６

の
後
、
３
）

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
８月号掲載の受付締め切りは
６月18日（火）です。
　　　　　　広報広聴課

（市庁舎３階、☎65・4109）
問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

認知症に関する情報をお届けします！

ロバ隊長
認知症サポーターキャ
ラバンのマスコット。
認知症になっても安
心して暮らせるまちづく
りの先頭を歩きます。

「自分が認知症になったとき、
　　　周りの人に相談したり助けてと言えますか？」

　認知症支援スキルアップ研修（3月16日開催）の
講師として来帯された認知症当事者、竹内 裕さん
（69歳、広島県在住）。営業の仕事をしていた59
歳のときに前頭側頭型認知症と診断されました。
日本認知症本人ワーキンググループのメンバーの
一人でもあり、認知症当事者としての意見を国に
伝えるなど活躍しています。
　竹内さんは「認知症になっても普通に接してほ
しい、変に気を遣わないでほしい」「毎日笑顔で
暮らしましょう」と明るく話してくれました。

自分や家族が認知症になったときは

ロバ隊長便り

市が開催した認知症スキルアップ研修の様子

問い合わせ 高齢者福祉課（市庁舎２階、☎ 65・4145）

①認知症であることをオープンにし、周りの人に助けてもらう。
②失敗しないようにするのではなく、失敗しても大丈夫な工夫をする。

・出掛けるときは明るい色の服装、
　目立つ色のかばんを持つ。
・大事なものは透明のケースに入れる。

例 竹内さんの
「わしはわしのまま
でええんじゃよ」
が印象的だったよ！
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市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）
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おびひろ動物園園内マップおびひろ動物園園内マップ
動物園のいまをお届け動物園のいまをお届け

ここにいるよ

ZooレターZooレターズ  ーズ  ー

おびひろ動物園の動物たちの写真を大募集！
動物園長と広報担当で厳選し、魅力的な写真を当コーナーで紹介します。
次回（８月号）の紹介予定の動物は｢エゾタヌキ」です！

※�提供された写真は、次回のZOOレターで紹介したり市の広報物などに使用する場合があります。
その場合、個別にお知らせはしません。写真に関する問い合わせは、広報広聴課へ。

Instagram の場合…「♯広報おびひろ ZOO レター」を画像に付けてアップ
E メールの場合……  photo@city.obihiro.hokkaido.jp に画像（5 ＭＢ以内）を添付して送付

締め切り
７月３日
（水）

　今
こ

年
とし

もメープルの健
けん

康
こう

管
かん

理
り

のために採
さい

血
けつ

や削
さく

蹄
てい

をする
トレーニングが始

はじ

まりました。飼
し

育
いく

員
いん

とメープルが奮
ふん

闘
とう

中
ちゅう

です。見
み

かけたら静
しず

かに見
み

守
まも

ってくださいね。

今
こんげつ

月はアミメキリン

アミメキリン

エゾタヌキ

園長賞

動物園（緑ケ丘 2、☎ 24・2437）問い合わせ

12112honokaさん提供おもちさん提供 polarbear_zooさん提供 kawasemanamiさん提供

メープル

おびひろホコテン 検 索

笑顔を通じて、帯広のまちなかに
人と人とのあたたかなコミュニ
ティを育てていこう、との願いが
込められています。

今年のテーマ
「Smile gannen（スマイル元年）」

（表紙画像使用許諾済）

　アメリカ・ウィスコンシン州マディソンに、旦那さ
んと二人で暮らすことになった著者。31 歳にして語
学学校に入学。能力テストでは中学卒業レベルの英語
力と判断される中、クラスメイトは世界各国からの
ティーンエイジャー留学生。英語に苦しみ、異文化の
壁を感じ、戸惑うことも多い日々ですが、マディソン
の美しく豊かな自然、学術都市らしい寛容で大らかな
気風の人々に受け入れられ、学びを深めていきます。

　旅行記のコーナーより、姉妹都市として帯広市とも
縁の深いマディソンでの滞在記をご紹介します。

図書館のオススメ

図書館（西２南14、☎22・4700）問い合わせ

『ウィスコンシン
　　　　渾

こん
身
しん
日記』

著　��者…白井青子
出�版�社…幻冬舎


